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ジョブサイトひむろ　活動の様子
（療育活動、レクリエーション、日帰り旅行）

上右写真　日帰り旅行（名古屋港にて）	 左から　高原圭三さん、井田正志さん、瀬戸文香さん、妹尾真衣さん
上左写真　療育クッキー作りの一場面	 左から　豊澤徳子さん、山尾崇さん、計盛スタッフ、武田誠司さん
下右写真　日帰り旅行（名古屋港にて）	 左から　森善希さん、田中薫さん
下左写真　レクリエーション（万博公園にて）	 左から　田口敦夫さん、森田スタッフ、遠藤幸子さん、森善希さん、
	 　　　　川合雅也さん
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ジョブサイトひむろ10周年

1.10年間を振り返って
　平成23年春、ジョブサイトひむろが開設し
て10年が経過しました。
　開設当時を振り返りますと、平成13年4月に
高槻市氷室町にあります元企業が使用されて
いた倉庫を改装し、“地域のご利用者の皆さん
の日中活動場所の確保” と “入所施設萩の杜ご
利用者の職住分離の推進” を目的に、萩の杜
分場「工房ひむろ南」としてオープンいたし
ました。
　当時、市内作業所のメンバーの皆さまや在
宅の皆さま、つきのき学園の卒園生の皆さま
等、地域からのご利用者18名、萩の杜入所ご
利用者25名、職員10名でスタートしました。
　私自身、開設時の担当者として関わらせて
いただいておりまして、ご家族様と密なコミュ
ニケーションを図りつつ、通所の作業所を一
から創造していくことの喜びと難しさに一喜
一憂したことが、昨日のように甦ります。
　翌年の平成14年「工房ひむろ北」が開設し、
地域のご利用者29名、萩の杜ご利用者42名に
増員となりました。その後、平成17年に知的
障害者通所授産施設「ジョブサイトひむろ」
として独立し、平成19年11月には、障害者自
立支援法に基づく障害福祉サービス多機能型
事業所として、障がいの重い方を対象にした
生活介護事業と、就労を目指すご利用者を対
象とした就労移行支援事業をスタートしまし
た。さらに平成22年4月には就労継続B型事業
を開始し、現在の60名定員に至っています。
　ジョブサイトひむろは、毎年のように支援
学校の卒業生や関係機関からご紹介いただい

たご利用者の受け入れを図り、開設当初18名
だったご利用者数も現在は、63名となってい
ます。（萩の杜からの現在のご利用者20名を合
わせますと合計83名が在籍されています）

2.大切にしてきたこと
　この間、大切にしてきたテーマは「個別支
援」です。ご利用者おひとりおひとりの障が
い特性、障がい程度、コミュニケーションス
キル等を十分に理解したうえで「個別支援計
画」を立案し、具体的な支援では、おひとり
おひとりの「強み」を活かし、「苦手」な部分
を丁寧に支援する方法で実践を重ねてきまし
た。ご本人の「主体性」を尊重し、例え重い
障がいのある方でも、ご本人が前向きに生活
を送っていただけることを目指してきました。
　また法人理念である「地域に生きる」の具
現化として、ご利用者をトータルに捉え、単
に日中の支援だけでなく、将来の暮らしも含
めて中長期的な目標を設定し、「個別支援計
画」に盛り込み、包括的に支援することに取
り組んでまいりました。その具現化のひとつ
が、ジョブサイトひむろのご利用者を主な対象
とした「新ケアホーム」です。平成24年4月に
高槻市奈佐原地区にオープンする予定です。
　今年度は、生活介護事業では、ご利用者の
加齢にともなう体力の低下等が課題になって
きたことから、運動プログラムの充実を図り、
新たに音楽療法、プール、トランポリン等の
取り組みを開始しています。一方で、授産の
充実として、療育グループの「クッキープロ
ジェクト」や陶芸製品の販売促進を図る「は
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にわプロジェクト」を開始し、自主製品の販
売にも力を入れる取り組みを始めています。
就労を希望されているご利用者に対しては、
ご自身の「働きたい」という意志を尊重し、
ご本人の「強み」を活かせる仕事を選定する。
一方で職場内での「苦手」を調整し、単に就
職がゴールでなく、長く安定して就労いただ
けることを目標に取り組んでいます。障がい
の重いご利用者に対する今迄の支援ノウハウ
が、就労を目指すご利用者の支援にも活かさ
れていることを実感します。
　ご利用者の安心・安全の保障としてリスク
マネジメントの強化が従来からの課題でした
が、今春発生いたしました「東日本大震災」
を教訓とし、震災や災害時の対応も含めまし
て、危機管理の強化と業務の標準化を今年度
のテーマとして整備をしているところです。
　ご利用者さんの状態や取り巻く環境は常に
変化しています。ご利用者への支援に「ベス
ト」はないと感じています。常に「ベター」
を追求し、より良い支援のご提供を目指して、
努めていきたいと思っています。

3.ジョブサイトひむろの今後
　ご利用者の増員に伴い、今まで毎年のよう
に新規ご利用者の受け入れを図ってまいりま
したが、平成24年度以降は、スペース的に受
け入れが困難な状況となってきました。私ど
もの支援をご希望いただいている方々がい
らっしゃる中、受け入れが出来ないことは、
大変申し訳ない次第です。また、ご利用者の
今後の高齢化を想定いたしますと、バリアフリー
な環境が望まれることから、近い将来、移転
や新規事業所の開設が必要と考えています。
　来年の新ケアホームの開設に伴い、ジョブサイ
トひむろだけでなく、高槻市内の法人内事業所で
あるケアホームみやた、萩の杜、ぷれいすBe、
療育支援等との連携は必須と考えています。
またご利用者の豊かな暮らしを支援すること
は、一法人では不可能で、法人外の各事業所

様との連携が不可欠と考えています。
　ジョブサイトひむろは、今後も20周年、30
周年と年月を重ねることになりますが、常に

「個別支援」を追求しつつ、関係機関の皆さま
と共同し、高槻市内にお住まいの障がいのあ
る方が、地域での安心や安全が確保された中
で、主体的なより良い生活を実現することを
目的に邁進していく所存です。今後とも変わ
らぬ、ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申
し上げます。
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ジョブサイトひむろ家族会結成10周年を迎えて

　先ずもって無事10周年を迎えましたこと会
員皆様方、法人各位、関係各部門の方々と共
に喜びたいと思います。前会長沖本卓郎様よ
りお引き受けして以来、日も浅く十分な文章
になるや否や不安でありますが私なりの思う
ところを綴らせていただきます。
　平成12年の夏前に私どもの三女･徳子が「つ
きのき学園」を終えるにあたり今後の進路を
どうするかと家族で話し合っていた頃に当時
ショートステイでお世話になっていた平野さ
ん（現施設長）から、来年度の開設を目指し
て通所施設を計画しているので参加されませ
んか、とお誘いを受けたのが始まりでした。
その当時、小生はまだサラリーマンとして勤
務中であり、どこでもありがちだと思うので
すが子供のことは女房にまかせっきりでよく
理解もしていなかったように記憶しておりま
す。秋になりますといよいよ施設への入所に
向けての準備が始まり、夫婦そろって萩の杜
の松上施設長（当時）の元に伺い、「どうかよ
ろしくお願いいたします」とご挨拶したのが
杉の子会との出会いでした。
　当初沖本様を中心にした「ふれんずほうす」
から6名、佐藤様（ご利用者）たち「在宅」の
方々から6名、私どもを含めた「つきのき学園」
から6名、総勢18名からのスタートで年を越し
ても施設は出来ておらずやきもきしながら家
族会の立ち上げに向って会則を作り、総会の
準備と忙しげにしている女房殿を見ておりま
した。4月3日に工事中の施設での入所式があ
り晴れてジョブサイトひむろの一員となりま
した。4月15日に全ての工事が終わり関係者を

招いての開所式が執り行なわれ、松上施設長
の「地域に生きる」の具現化という言葉に子
供たちの将来を託せるという思いと、安堵感
に浸ったことが昨日のように思い起こされま
す。18名の家族会メンバーも今や55名（利用
者は63名）、1人1人、それぞれ背負っているも
のは違うのですが子を思う親の気持ちは同じ
です。又、今迄我が家だけで抱え込んでいた
ものが皆で考えられるということがどれほど
大きな意味があるのかを実感してきた10年で
した。そして年齢を重ねてまいりますと萩の
杜の入所と比較して通所という点で「親亡き
後」という大きな命題が家族会の大きな宿題
となってまいり、何とかケアホーム建設をと
いう大きな夢を抱いておりました。夢は見る
ものではなく叶える物という家族会の後押し
と沖本様をはじめとして法人の皆様方のご尽
力で平成24年のケアホーム開設が現実のもの
となって参りました。これにより新たな道が
開けてゆくと確信いたしております。
　一方これからも第2第3のケアホーム、子供
たちの障害の重度化・高齢化という課題、そ
して施設の老朽化という課題が持ち上がって
まいりました。これからの家族会の進む方向
として、これらの課題に対して法人ともども
夢を夢で終わらせないで実現に向けて家族会
会員の皆様と、努力･協力を柱として心の支え
となる親睦の実をあげてまいりますと共に、
今までの10年に更に磨きをかけた次の10年に
向かいチャレンジしてゆこうと決意を新たに
いたしました。
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ジョブサイトひむろ家族会
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私はリビングライブラリーという活動を担

当しています。リビングライブラリーは「生き

ている本」を貸し出す図書館です。読み手は本

を借りることで、30分あるいは45分の間、語

り部である「生きている本」と対話をすること

ができます。

リビングライブラリーで「生きている本」と

なるのは、ホームレスや薬物依存からの回復途

上者、セクシャルマイノリティ、車いすユーザー、

アスペルガー症候群当事者、視覚障害者、大学

教授、アーティスト、お坊さん、元セックスワー

カーなど、誤解や偏見を受ける可能性のある人

たちです。さまざまな背景や特徴のある人たち

ですが、ユニークな経験をもっているという点

で共通しています。

読者はある一定のルールのもと、自由に質問

を投げかけることができます1）。お互いに話し

やすい雰囲気を大切にしたいので、読者は多く

ても4人と少人数に限定されています。このよ

うに、「生きている本」と読者との直接対話を通

し、多様性への理解を図るという試みがリビン

グライブラリーです。

私はリビングライブラリージャパン事務局2）

の一員として、平成20年から、年に2～4回の

ペースでこの企画を開催してきました。「生き

ている本」の皆さんには、それまでの体験や思

いについて、ご自身の言葉で語ってもらいます。

このことに対し「障害などマイノリティ性につ

いてなんでわざわざ語らせるのか?」という意

見もあります。ここで、これが回答という訳で

はありませんが、私が大切にしているエピソー

ドについてお話させてもらおうと思います。

私は以前、5年程、大阪に住んでいた時期が

ありました。それまでは東日本で育ったので、

初めての関西暮らしでした。引っ越した当初は、

大阪の人たちのコミュニケーションの取り方

にとても驚きました。一番衝撃を受けたのは、

友人や知人が自らの駄目なところや短所をネ

タに、自らを落としては笑いにすることでした。

私は子どもの頃から、「みんなが簡単にでき

ることが自分には頑張ってもできない」と悩ん

できました。それがADHDの特徴に当てはま

るというのは、大人になってから知ったことで

す。私は自分の駄目なところをひたすら隠し、

周りから浮かないように、過剰適応的に振る

舞う術を身につけてきました。ですから、自分

の短所をばんばん表に出し、それで笑いをとっ

ちゃうなんてことは、それはそれは衝撃的でし

た。

そこで、ある日、私もトライしてみることに

しました。「昨日な、こんな失敗をしてな…」と

リビングライブラリージャパン事務局　　　　　　　　玉
たま
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対話をつながりのきっかけに

（東京大学先端科学技術研究
センター人間支援工学分野内）
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話してみると、友人が大笑いしてくれました。

びっくりしました。自分の「駄目なところ」が

ネタになるんや!という初めての体験でした。

別の日、自分の苦手なことを職場の親しい人

に話してみました。すると、できないことを周

囲の人が助けてくれるようになりました。代わ

りに、私は自分でできることをしました。結果

的に、それまでよりもうまく作業が進むように

なりました。「ああ、そうか、役割分担か」と、と

ても気が楽になったことを覚えています。

大阪での生活で、駄目なところは弱みではな

い、という体験を積み、むしろ弱みを開示する

ことで人とのつながりを感じる経験を踏んで、

自分自身と折り合いがつくようになったと感

じています（もちろん、未だに、駄目なところに

直面して嫌な気持ちになることは度々ありま

すが…）。この体験から言えるのは、それまで、

弱さとか駄目なところは人に話してはいけない、

と自分で決めつけていたことが、実は「バリア」

だったのかもしれないということです。

「生きている本」の方が語るストーリーには、

私には想像できない程しんどかった経験や困

難が含まれていることもあります。しかし、そ

の「ネガティブ」とも受け取られがちな経験に

ついて対話することで、「生きている本」と読者

が、また、「生きている本」同士がつながるきっ

かけになり得るのではないかとも思うのです。

十人十色の役割分担。苦手な人がいるなら得

意な人がすればいい。「生きている本」と対話

を紡ぐことで、自分の役割が見えてくるかもし

れません。いつか、障害などについて日常のな

かで対話することが自然になる、そんな社会に

なることを夢見て、これからもリビングライブ

ラリーという取組みを継続していきたいと思

います。

みなさまのご来館を、心よりお待ちしていま

す。

1）　リビングライブラリーでは、「生きている本」は見
ず知らずの人に自らの経験を話すことになります。
そのため、「生きている本」が傷つくことを回避す
るために、いくつかのルールを設定しています。ま
ず、「生きている本」は実名を語る必要はなく、仮名
であっても構いません。また、「生きている本」に
は、答えたくない質問には答えなくていいことや、
読者から嫌な質問が続く場合には対話時間を中断し
てもいいことを伝えています。そして、読者は、「生
きている本」を大切に扱い故意に傷つけるような質
問はしないことや、録音や録画はしないこと、「生
きている本」個人が特定されるような内容をブログ
等で公表しないこと、などに同意しなければ登録が
できません。発達障害の方や知的障害の方など、会
話でのコミュニケーションに苦手さや困難のある方
が「生きている本」となる場合は、「辞書」と呼ば
れるコーディネーターが同席し、「生きている本」
の伝えたいことを「翻訳」して読者に説明すること
もあります。なお、「生きている本」への事後のサ
ポートを準備しておくことは言うまでもありません。

2）　リビングライブラリージャパン事務局は東京大学先
端科学技術研究センター人間支援工学分野（中邑賢
龍研究室）に置かれています。
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～地域連携を考えて～
地域における包括的支援体制の構築をめざして

　淀川地域障害者就業・生活支援センターは、大阪市に7ヶ所の地域障害者就業・生活支援センター
がある中の1ヶ所です。現在大阪市内の淀川区、東淀川区、西淀川区の3区を担当させていただき、
身体障害、精神障害、知的障害、発達障害等をお持ちの方に対して就職に向けてのお手伝い、ま
た就職してからのお手伝いをさせていただいています。具体的に言うと就業に関する相談や面接
の練習、履歴書・職務経歴書の作成、職業訓練場所・職場等見学や紹介、職場実習の紹介、ハロー
ワークや面接への同行、就職してからのアフターフォロー、職業生活における相談や情報提供等
をさせていただいています。
　現在約140名の方が登録をしていただいていますが、約90名弱の方が就職をされており、残りの
方が今後就職を目指している方です。最近の状況としては、新規相談者の方の数は年々増えてき
ています。特に精神障害のある方や発達障害のある方の相談が増加しています。様々な相談の中
で職業訓練を希望される方に対しては、ジョブサイトよどさんをはじめ就労移行支援事業所や就
労継続支援事業等へ通所していただいています。
　また、就職することだけが重要ではなく、いかに働き続けるかということを考えて行かないと
いけないと思います。一時的な支援というのではなく、その方の将来を見据えた支援が求められ
ていると思っています。長期に関わっていくということになれば就労面だけではなく、生活面か
らも様々な問題が出てくる場合があります。その為、1ヶ所の機関だけでは支えていくのにも限界
があるように思います。地域の機関とも連携していく必要があります。しかし『連携』と言って
もまだまだ形だけで未熟な部分があるように思います。そうならないためにも法人の枠組みを越
え、それぞれの機関が顔を合わせ、情報の共有をし、地域の課題を出し合い、解決できるように
取り組んでいくことが必要に思います。

センター長　田
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淀川地域障害者就業・生活支援センター
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　高槻市社会福祉協議会は、住民主体の理念のもと、誰もが安心して暮らすことのできる地域福
祉の実現を目指して地域の福祉課題に取り組んでいます。その取り組みの1つである「小地域ネッ
トワーク活動」では、小学校区エリアを基本に「地区福祉委員会」というボランティア組織を作り、
ひとり暮らしの高齢者の人々、障害を持った人々、子育て中の親子を対象に、会食会、ふれあい
サロン、声かけ見守り活動などを地域のボランティアの人々と取り組んでいます。しかしながら、
障害をもった人々や認知症高齢者への支援など、ボランティアによる支援だけでは困難なケース
も近年増えてきており、民間施設など、専門知識のある方々との連携強化が今後の課題となって
います。
　また、本会は、市内の保育・児童・障害・高齢分野の50以上の施設が会員となって組織されて
いる「高槻市民間社会福祉施設連絡会」の事務局として民間施設と連携した事業を推進していま
す。現在大阪府下では、民間施設による地域貢献事業への取り組みが注目されていますが、高槻
市では他市に先駆けて連絡会を組織し、「あんしんねっとあゆむ」という名称で相談支援事業を展
開しています。連絡会会員施設が持つ知識と人材を活用し、地域の中にあるニーズに対して、い
つでも、どこでも相談できる体制を築き、身近な福祉相談事業としてJR高槻駅前に相談室を開設
し、来所者の悩みごとや心配ごとなどの相談に対して適切な機関につなぐ役割を担っています。
貴法人からも、萩の杜、ジョブサイトひむろ、ぷれいすBeの皆さまにご協力をいただいておりま
す。また、子育て支援の一環として、地域内の子育て中の親子を対象とした保育園の園庭開放に
出向き、巡回型の相談事業も実施し、あんだんて様に協力していただき、発達段階の子どもを育
てるうえでの悩みや不安といった相談ごとに耳を傾け、療育支援を行っている事業所の紹介など
を通して家族の不安解消に努めています。これらの取り組みを更に充実していくため、事務局で
ある本会としましても、地域と施設をつなぎ合わせる接着剤として日頃からニーズ把握などのバッ
クアップに努めています。
　さらに本会では、平成23年4月に高槻市との合同で「第2次高槻市地域福祉計画・地域福祉活動
計画」を策定しました。その計画の中で「地域の誰もが立ち寄れる居場所づくり」、「コミュニティ
ソーシャルワーカーと地区福祉委員会や社会福祉関係団体との連携強化」といった目標を掲げ、
今後はさらに地域に密着したセーフティネットを構築し様々なニーズをキャッチできるよう、貴
法人の施設の皆さまの一層のご協力をお願いしたいと考えております。

山
やま

　田
だ

　真
しん

　司
じ

 さんより　

社会福祉法人高槻市社会福祉協議会
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ケアホーム経過報告

　平成24年春の開設を予定しております新規ケアホーム（建設地：高槻市奈佐原）は、主にジョ
ブサイトひむろのご利用者の将来の暮らしの場として、数年前から家族会の皆さまと協働して開
設に向けた活動を続けてきました。特に『障がいの重いご利用者や行動上の「課題」のあるご利
用者が、地域で安心して暮らすことが出来るケアホームの創造と、それを支える支援システムの
構築』をテーマに、環境（建物等）面とソフト（支援体制）面の両面について、数年にわたり、
研究、計画を進めてまいりました。
　今回の新規ケアホームは3棟の建物で、それぞれ7名、7名、6名のご利用者の生活を支援いたし
ます。入居予定のご利用者の大半は、重度の知的障がいのある方や自閉症で行動上の「課題」の
ある方々となっています。皆さまが少しでも安心して暮らせる工夫のひとつとして、建物内をエ
リア分けすることで、さらに少人数の生活単位を実現することを目指しております。また将来の
高齢化を見越し、完全バリアフリーの環境、医療との密接な連携を計画するなど、今までの「萩
の杜」での経験や、入所施設から地域移行されたご利用者を支援している「ケアホームみやた」
での経験を活かし、今まで当法人が培ってきたノウハウの集大成の場と位置付けて計画してまい
りました。
　また平成21年度には、厚生労働省の障害者保健福祉推進事業『強度行動障害を持つ自閉症者の
地域移行を支えるグループホーム・ケアホームおよび入所施設の機能の在り方に関する先進事例
研究』を他法人と共同で受託し、アメリカのノースカロライナ州アルバマーレでのグループホー
ムの実践や、北海道の「はるにれの里」様の実践を視察・研究し、そこで学んだノウハウも取り
入れました。
　開設につなげるまでには、土地の確保を始め、様々な難題が山積し、紆余曲折を続けてまいり
ましたが、平成23年8月4日付で3棟全てに補助金の内示をいただくことが出来ました。この内示を
受けて、建設に向けた動きが具体的に始動いたしました。今回内示をいただくまでには、開設に
向けたご家族の “熱い想い” を始め、各関係機関の皆さま、開設を後押し下さっている多くの皆さ
まのご支援、ご協力をいただきました。皆さまに心より御礼申し上げます。本当にありがとうご
ざいました。
　実際のスタートはこれからです。「障がいの重い方の地域での安心した暮らし」の支援モデルで
あることを自覚し、これから周到な準備を重ね、開設を迎える所存です。しかし、私ども法人の
力だけでは、まだまだ微力です。地域の皆さまを始め、高槻地区の関係団体の皆さまの支援連携
は不可欠です。今後とも新ケアホームと入居を予定されているご利用者へのご支援、ご協力、そ
して応援をよろしくお願い申し上げます。

施設長　平
ひら

　野
の

　貴
たか

　久
ひさ

　

ジョブサイトひむろ

ケアホーム経過報告
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説　明　会

建設費用に要する資金について当初予算から紆余曲折がありましたが最終的に確定する段階に至
り、初期費用及び以降の借入金の返済等について最終確認を行い、全員一致で了承。

現地見学会

過去予定地についての見学会は行ったが正式に決定された建設予定地は始めての見学会となる。
設計を担当された株式会社 二井清治建築研究所 二井清治所長、二井るり子副所長、中村理事長、
沖本副理事長、松上常務理事、総務部佐々木部長、ジョブサイトひむろ平野施設長にも参加いた
だき、現地で設計図と合わせて見学できたことはケアホーム入居希望者の家族たちにとって、い
よいよケアホームが現実のものになるという喜びと、設計の細部についてこの時期に最終確認が
出来たことは誠にタイムリーで入居希望者の会全員感謝、感謝でありました。

ケアホーム説明会ならびに現地見学会

日　時 平成23年8月10日（水） 午前10時～午前11時　説明会
  午前11時～午前12時　現地見学会
場　所 説明会　ぷれいすBe内「Café Be」
 見学会　建設予定地（高槻市奈佐原）
出席者 入居希望者全員20家族

ケアホーム説明会ならびに現地見学会

会長　豊
とよ

　澤
ざわ

 　　進
すすむ

　

ジョブサイトひむろ家族会
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（法人内表彰制度） 平成22年度
業務貢献表彰優秀賞

『「スローワーク協会さん」と「ケアホームみやた」との連携』
～ ホームの清掃や食事提供などの取り組み ～

主任　黒
くろ

　木
き

　由
ゆ

希
き

子
こ

　

ケアホームみやた

　人が「生活する」ということを考えるとき、
「どこに住むのか」「誰と住むのか」「どうやっ
て食べていくのか」「どういう暮らしがしたい
のか」などいろいろ考えます。自分がされて
嫌なことは、人にはしないということを念頭
において支援をしています。支援員（入浴な
ど直接介護をするスタッフ）が、ホームで暮
らす人の立場になって、そこの現状をどう感
じるのか、どう捉えるのかによって必要なこ
とが見えてきます。平成21年5月、必要と感じ
たことはいくつかありましたが、地域の社会
資源活用の視点からは「清掃をきちんとする
こと」「食事作りの体制を安定させること」の
２つの課題がありました。

１〈清掃をスローワーク協会さんに委託〉
　ご利用者にとって、心地よい空間を整える
こと、大切にされていると感じ取れる空間を
作ることは、豊かに暮らしていく中での基盤
となります。
　ケアホームみやたの支援体制は、6：30～9：
30、16：00～21：00、21：00～6：30となって
いました。夜間以外の時間帯に、入浴や食事
等の直接の支援、洗濯、買い物、お小遣いや

薬の管理などの日常に必要な業務を行なって
いたため、最小限の清掃しか出来ていません
でした。
　平成21年6月ご縁があって、NPO法人日本
スローワーク協会さんに清掃業務をしていた
だけることになりました。スローワーク協会
さんとは、ひきこもり経験を持つ若者を支援
する活動の中から生まれた団体です。スロー
ワーク協会さんとケアホームみやたの間で、
清掃日、時間帯、清掃箇所（5住居分のトイレ、
浴槽、リビング等共用部分）、1か月の賃金等
の業務の確認を月1回の会議で決めて、実際
の活動はスローワークさんにお任せしていま
す。今までにお休みされたことは一度もあり
ません。このことは、厳しい人数で支援体制
を組んでいるケアホーム
みやたにとって、とても
重要なことなのです。
　見学の方がこられる
と、みなさん口を揃えて

「きれいにされています
ね」とおっしゃって下さ
います。支援員は個室を
主に清掃していますが、

北摂杉の子会のケアホームみやたは「地域に生きる」を設立理念とし、生活の
質の向上や、人としての尊厳、潜在的な生きる力を大切にしています。ケア
ホームとは、障害のある人が、住みなれた町で、支援を受けながら暮らしてい
く「ご利用者のための家」です。ケアホームみやたがどのように地域の社会資
源を活用しながら暮らしているか、ご報告したいと思います。

トイレ掃除



12　第 47 号　地域に生きる

スローワークさんが担当されているところが
きれいになると、他の汚れている部分が気に
なってきて、余裕があるときには、いつも出
来ない所の清掃が出来るようになってきてい
ます。

２〈週に一回の夕食作りをカフェコモンズさ
んに委託〉

　ケアホームみやたの食事は、3人の世話人
（食事を作るスタッフ）がローテーションを組
んで、1年365日の朝食（土日は昼食も）、夕食
を作っています。限られた経費の中で工夫を
こらした料理を作っています。ある時期世話
人の休みが重なり無理な勤務体制になってい
ました。そして、その勤務を調整することに
労力が取られていました。
　そんな中、スローワーク協会さんが「カフェ

コモンズ」というお
店で、就労継続支援
A型事業を開始する
とのことで、平成22
年4月から週1回の夕
食を、委託契約で料
理して持って来てい

ただけることになりました。コモンズさんの
メニューは豊富で、前日から仕込んでいるも
のがあったり、食べる前に温めなおすことも
計算して料理して下さっています。盛り付け
は支援員がするため、一つひとつに指示書が
付いていて、メニューによっては、2通りの食
べ方ができる物もあります。味、堅さ、大き
さなどノートを通じてやりとりしています。

「コモンズさんのごはん好きやから、やめんと
いてな」というご利用者の声も出てきていま
す。コモンズさんも1回のお休みもなく、それ
どころか契約日以外の注文も受けて下さるの
で、世話人が休みになった場合も安心して利
用させていただけ、とても助かっています。

３〈スローワークさん、カフェコモンズさん
に業務委託をしてみて…〉

　清掃がきちんと出来てきたことや、食事作

りの体制が安
定してきたこ
とで、勤務を
調整すること
も減り随分余
裕が出てきま
した。そして
支援員は他に必要なこと、「余暇」に取り組み
はじめました。ご両親がおられない方、帰省
が出来ない方を対象に「ホームに残っている
からこそ楽しいことをしよう!」と1泊旅行や日
帰り旅行を行っています。ご利用者も「次は
いつ?」と「次」を楽しみに作業に行く姿がみ
られています。
　カフェコモンズさんの「カフェ・コモンズ
通信」に「ケアホームみやた」のことが述べ
られていましたので紹介いたします。【「ケア
ホームみやたでの清掃作業を通して「やれな
いかも」が「出来るかも」に変わった時の心
境の変化は大きく、自然と続けようと心に決
めた】【おもしろいのがこの仕事、清掃を学
びながら自らの住居の掃除にも役立つ。達成
感があり大事なのはそういった部分ではない
か?】とありました。ちなみに、ケアホームみ
やたの清掃業務はスローワーク協会では最高
の時給とのことで、ご満足いただけていると
のことでした。
　「すみません」と謝ることの多い地域での暮
らしですが、「ケアホームみやた」もいろんな
人との関わりの中で、その方の生活の一部と
しての役割を果たしているのだな、とうれし
く思う通信の内容でした。清掃している時間
は、ご利用者が作業に出ている時間帯なので

「次は顔の見えるお付き合いの機会はないか
な?」とお誘いい
ただいています。
　小さな広がり
ですが、これか
らも確実な関係
を続けていけれ
ばと思っていま
す。

コモンズさん夕食

京都1泊旅行

箕面スパーガーデン日帰り旅行
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1）はじめに
　療育グループには、男性5名、女性3名のご利
用者が通所されています。重複障害（視覚不自
由、握力が弱い、左側に麻痺がある）や、てん
かん発作のある方、自閉症の方など様々な障害
特性のあるご利用者が所属しています。個別に
対応できる内容を豊富に用意し、毎日の散歩や
ドライブ、室内運動や音楽活動、授産活動（クッ
キー作り）、花の販売・配達など、4名のスタッ
フが日々支援にあたっています。
　療育グループは、ジョブサイトひむろ南の厨
房から通りをはさんだ向かい側にあり、こうし
た立地上の問題から昼食を弁当箱で運搬してい
ました。弁当箱は仕切りが浅く、持ち上げるに
は重すぎ、お箸やスプーンを自由に使うことが
困難な療育グループのご利用者にとって、常に
食べづらい様子が見受けられました。栄養士や
給食業者にお願いし、具材をそれぞれのご利用
者に適した大きさに刻んでもらったり、おにぎ
り一口大、おにぎり極小（ティースプーンに載

る大きさ）にし、対応をしていました。自助具
の工夫や改良、改善もおこなっていました。し
かし、仕切りが浅いために、主菜・副菜が一箇
所に混ざってしまい、一品一品の味を “味わう”
ことに欠けていました。また、基本的にお皿を
持てるご利用者も、大きく重い弁当箱では、そ
の淵に口をつけて食べざるを得ず、食べこぼし
の多さや姿勢の悪さなども目立ちました。ス
タッフの介助が必要な場面?それとも不必要?な
ど、支援の在り方について考えさせられること
が多くありました。

従来のスタイル

（法人内表彰制度） 平成22年度
業務貢献表彰優秀賞

支援員　津
つ

堅
かた

久
く に こ

仁子 支援員　伊
い

藤
とう

　　望
のぞみ

～～～～～～～～～～～～　ジョブサイトひむろ　～～～～～～～～～～～～

おいしく『食べる』ことを支援するために
～ 療育グループでの取組み ～

平成22年度のジョブサイトひむろの事業計画に『食の充実』が挙がっており、
施設全体で『食』の改善に取り組みを始めていました。祝日開所日の特別メ
ニューの展開、麺類の提供、新しいデザート（カップゼリー）提供の開始など、
献立内容が彩りを増していました。そしてジョブサイトひむろの療育グルー
プでは、一品一品の味を味わうこと、ご利用者自身の持てる力で食べ進められ
ることを目標に、ユニバーサルデザインのコモン（common）（注1）皿を4種類導
入しました。その経緯や取組みについてご報告します。

（注1）コモン（common）【形】
　①共通の、共有の、共同の　②公共の、社会全体の　③普通の、ありふれた、よく起こる
　④一般的な　⑤並の、（平凡な、;特別の位のない;平民の）

― genius mobile英和より ―



14　第 47 号　地域に生きる

2）取組みのはじまり
　以前当法人事業所ぷれいすBe（多機能型通所
施設）に所属していた言語療法士が法人研修分
科会で話した、「重度の障害を抱えていても、人
間には “味わう楽しさ” があります。」という言
葉が大きく印象に残りました。
　「ご利用者ご自身のペースで食事を進めている
のだろうか?」「それぞれの摂食機能に適した食
べかたをしているのだろうか?」「ご利用者ご自
身にとってスムーズな動作で食べているだろう
か?」など、色んな疑問符が湧いてきました。そ
して “味わう楽しさ” をご利用者に提供するには、
まずどんな取組みが必要なのか?を考えるように
なりました。
　療育グループ担当の支援員と、一人一人のご
利用者の食事場面を観察し、現状の問題点や特
記事項などを記録し、検討しました。その結果、
ユニバーサルデザイン（注2）が施されたコモン

（common）皿を使用する方法をとることにしま
した。お皿はデザイン性に優れ、形状は一般に
使用しても何ら違和感がありません。お皿には
深さがあり、丸みのある形状で、底がしっかり
とテーブルにつき、多少のことではズレません。
また内側が真っ直ぐで、すくい上げる時に機能
的で、たくさんの優しさに溢れるお皿でした。

3）コモン（common）皿を導入して
　現場スタッフと一緒に、ご利用者の個別支援
について活発に議論を交わしました。その人の
持てる機能を最大限に活かせることは、その人
を “認める” 場面が増えていくことに繋がりま
す。スタッフの介助が少しでも減ること、そし
て、ご利用者の “今ある能力 “や、その機能が活
かせる場面を作り出す支援がはじまりました。
　それぞれのご利用者に適したお皿で食事を提
供することで、一品一品の味を “味わう” ことが
可能になりました。お皿を手に持って口に運ぶ
ご利用者、お皿の内側を上手に使ってスプーン
ですくい上げているご利用者、お皿に多少の食
べ残りがあっても、ご自身で “ごちそうさま” の
合図が出せるご利用者など、いろんな姿を新た
に発見することができました。それぞれのご利
用者の “食べる” 姿が、少しでもその人に適した
動作になること、また、その動作に少しでも近
付けるような、“創造していく支援” の大切さを
改めて感じました。
　食事は五感が活発になり、触覚・嗅覚・味覚・
視覚・聴覚がさまざまに作用して食べる意欲が
高まります。また、思い出す味があったり、好

写真②　コモン皿は持ち上げやすく
手の中に丸くおさまります

写真③　コモン皿はご利用者の使う
スプーンの動きと相性がいいです

コモン皿4種類　調理の食材に合わせて
使い分けています

（注2）ユニバーサルデザインの7原則
1　どんな人でも公平に使えること
2　使う上で自由度が高いこと
3　使い方が簡単で、すぐに分かること
4、必要な情報がすぐに分かること
5　うっかりミスが危険につながらないこと
6　身体への負担がかかりづらいこと（弱い力でも使え

ること）
7　接近や利用するための十分な大きさと空間を確保す

ること
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みの味、嫌いな味、硬い食材、柔らかい食感な
ど、人間の感覚が明快になります。色んな味覚
や好みの味を楽しみ、そしてその喜びを他者と
共有し、更に他者へと繋がっていきます。その
ような文化的な経験を共感できる関係にあるか
らこそ、全員で取り組めたのではないかと思っ
ています。
　
4）コモン皿の取組みを通して
　コモン皿を導入するにあたっては、お皿の運
搬方法、配膳の順序、介助方法についてなど、
新たな課題が出てきました。運搬や配膳方法に
ついてはスタッフ体制を整えれば解決しますが、
介助方法や、本当の意味でこのお皿を活かした
支援をするためには、スタッフの認識を統一す
る必要がありました。初めは、「なぜ、このお皿
が必要であるのか?」、「どこまで介助をすれば良
いのか?」、「ご利用者の食べ終わりのタイミン
グはどうするのか?」など、たくさんの疑問が
スタッフの間で出てきました。そして、その一
つ一つについて何度も話し合いをしました。答
えが見つからない所もたくさんありました。し
かし、一歩一歩進めていくなかで、「ご利用者に
とってより充実した食事とは何か?」、「このお皿
を使うことで実現できることって?」、について
真剣に考え、「一品一品を味わえること」「食べ
残しが少し位あっても、利用者さんの終了のタ
イミングを大切にすること」などの共通の認識
を持つことができるようになりました。
　通常の献立、丼物、麺類など食事内容が変わ
るとお皿の組み合わせも異なります。しかし、
ご利用者それぞれの食べ方を把握することで、
配膳方法もスムーズになりました。そして、お
皿以外でもスプーンの形状や、台の高さ、お皿
の角度など、スタッフの工夫をたくさん取り入
れることができました。
　コモン皿導入後は、ご利用者に様々な変化が
見られました。様々な変化の中でも、共通して
いる事のひとつとして、「好きなおかずの入った
皿を、ご自分の食べやすい位置に移動させて食
べられるようになったこと」があります。以前
の弁当箱では、できなかったことですが、コモ
ン皿は一品一品別の皿に入れているので、ご自
分の好きなおかずを確認して、その皿を取り、

食べることができています。そして、このお皿
は丸いため、スプーンをお皿の形に沿って滑ら
せることができます。最後までご自分のペース
で食べる事ができるようになりました。以前は、
食事を終えるのにスタッフの声掛けをずっと
待っておられた方も、今では笑顔で、『かんしょ
くー（完食）!!』と食事の終わりを伝えられ、片
付けまでしっかりとされています。また、コモ
ン皿を持って、レクリエーションでバイキング
に行きました。以前でしたら、外食となると普
段よりもスタッフの介助が多い状態で食べ進め
ていました。しかし、このお皿を使うことで、
どのような場所でも、好きなものを好きなペー
スで食べる事ができるようになりました。介助
の場面が減ったことで、スタッフも一緒に食べ
る時間を共有でき、楽しい時間を過ごすことで
きました。このように、ご利用者の「食べやす
い姿勢」で、「食べたい分量」を、「食べたいも
のから食べられる」ようになりました。
　今年度より新規のご利用者が2名入ってこられ
ました。ご利用者にとってどのような形状のお
皿が食べやすいのか、スプーンやお皿の使い方、
口への運び方など、評価のポイントが自然とス
タッフの中に入っており、スムーズに導入する
ことができました。
　この取り組みを通して、「おひとりおひとりに
合わせた支援をしていく視点」と、それをスタッ
フ間で共有し、実行していく「チームの力」に
気付くことができました。そして、それらがご
利用者の持っている力を引き出せることに繋が
りました。今後もこの意識を大切にし、おいし
く “食べる” ことを支援していきたいと思います。
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「支援の質の磨き上げ」を目指して

～療育支援部における「サービス向上検討委員会」の取組～

１．「支援の質の磨き上げ」を目指した『サー
ビス向上検討委員会』の取り組み

（1） 部内委員会の発足
　発達障がい児療育支援部（以下、療育支援部）
は、現在15名の職員で利用者の皆さまの支援を
しています。今年度、法人の年度方針には「質
の磨き上げを全員参加で行う」ことが明記され
ました。そこで、療育支援部では、この方針を
踏まえて「サービス向上検討委員会」を立ち上
げ、その中に3つの小委員会を発足させました。
職員はいずれかの小委員会に属し、それぞれの
活動目的に沿って、月に1～2回程度会議の場を
持ち活動を進めています。
　委員会の立ち上げに向けては、①職員一人一
人が組織に主体的に関わる場を設定すること、
②職員一人一人の大切な “気づき” が「共有」で
きる場を設定することを目的に掲げ、検討を進
めてきました。
　私たち職員は、日常の療育業務において、そ
れぞれが自分の役割を自覚し責任を持って業務
にあたっています。その中で、小さな気づきや

アイデアがいろいろと浮かんできます。これま
で私たちは、事業所ごとにおいてそれらを共有
し、より良い形で発展させてきました。しかし、
事業所を超えて、療育支援部全体としてそれら
を共有する機会は少なく部の課題となっていま
した。
　そこで、療育支援部において、支援の質を磨
き上げさらなるサービスの向上をめざすために
は、部内の職員一人一人が経験や立場の違いを
超えて、さまざまな立場から組織やサービスを
見つめ直し、協働していく必要があると考えま
した。職員の脳裏に浮かぶ日々のとりとめのな
い “気づき”。その一つ一つに、利用者の方々へ
の支援やサービスの向上につながる大切な鍵が
隠れているはずです。すべての職員が、療育支
援部という組織の一員として、主体的に業務に
関わり、協同して業務を改善していくことで、
仕事にやりがいを感じモチベーションを高く維
持することができます。そして、その意欲こそ
が、利用者の方々への支援の質を磨き上げ、さ
らなるサービスの向上につながると考え、委員
会の立ち上げに至ったたわけです。

平成23年度は、第2次中期計画の仕上げの年として、サービス向上にしっかり取り組む
ことを方針として挙げています。そこで、今回は年度方針を踏まえ、「支援の質の磨き上
げ」を目指した発達障がい児療育支援部（下図）の取組について、報告させていただきます。

主任　中
なか

　野
の

　麻
ま

衣
い

子
こ

　

発達障がい児療育支援部　自閉症療育センターwill

発達障がい児療育支援部

自閉症療育センターwill児童ディサービスセンターan 自閉症療育センターLink
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（2）3つの小委員会の具体的な取り組み
　

① 危機管理委員会
　この委員会では、リスクマネージメントを大
きな目的としています。具体的には、災害時に
おけるマニュアルの作成や、ヒヤリ・ハット事
例（ハインリッヒの法則：大事故には至らなかっ
たもののひやりとした現場におけるミス）の原
因追究、今後の対策や検討を行います。ここで
は、私たちサービスを提供する側から見た “気
づき” は勿論のこと、戴いたご意見やお声を共
有します。そして、支援サービスに即座に反映
させるよう努めています。

② 広報委員会
　この委員会は、療育支援部の事業や取組を、
広く地域や関係機関へ広報することを目的とし
ています。インターネットの普及により、必要
な情報はウェブサイトを通じてやりとりされる
ことが多くなってきました。そこで、療育支援
部でも法人ホームページの充実を図り、広く皆
様に情報発信できるように取り組みを進めてい
るところです。右の事業所新聞はその一例で、
実際にセンターで行われている療育の取組を定
期的に紹介しているもの（法人ホームページ掲
載中）です。

委員会／活動目的
どの職員も法人職員として自覚や責任を持ち、主体的に組職に関わる

■目的
　リスクマネージメント、予防

〈災害担当〉
①災害時マニュアル作成
　緊急時に向けての備品整理
　（地震、火災など含めて）

〈ヒヤリ・ハット担当〉
①各月のヒヤリ・ハットの件数
報告、ヒヤリ・ハット時の対
応策の検討

危機管理委員
■目的
　外部への情報提供・関係機関
との連携

①ホームページの内容の充実
を図る
②各事業所（an、will、Link）
の取組を新聞として発行する
　（年３回程度）
③機関誌の画像提供、掲示板の
記入

広 報 委 員
■目的
　支援技術等に関する情報収
集および職員へ情報提供、療
育支援教材の研究

①職員へ研修のお知らせ・回覧
②研修会の情報共有／勉強会
（たんぽぽ会）の設定
③療育教材の研究、ご利用者へ
の提供

研修研究委員
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③ 研修研究委員会
　この委員会は、支援技術に関する職員の専門
性を高めることをねらって、さまざまな研修や
研究の企画を目的としています。具体的には、
職員が事例をとおして学びあう事例研究会や、
発達障がいに関する研修会に参加して学んだ情
報を共有する伝達講習会などをしています。発
達障がいに関しては、近年次 と々新たな研究が進
んでいます。また、国の新しい動きや制度の導入
も頻繁にあります。関連分野の最新情報を仕入れ
ながら、利用者の皆様に必要な情報を正確に届
けられるよう準備を進めているところです。
　　　
２．委員会を発足して良かったこと
　委員会を立ち上げてまだ間もないのですが、
職員の間では、少しずつ変化が見られるように
なってきました。療育支援部は、それぞれの事
業所（an、will、Link）が離れているため、これ
まで顔を合わせて話し合う機会は限られていま
した。しかし、委員会の発足により、療育にお
ける支援方法や取り組みに関すること、また、
自分の事業所での日常業務に関する話題につい
て、情報交換の機会が格段に増えました。さら

に、他事業所の良い取り組みや工夫を取り入れ
たり、支援方法について職員同士が議論し合っ
たりするなど、お互いが良い刺激を受け、励ま
し合いながら日々の業務をこなす姿が見られる
ようになりました。
　また、それぞれの委員会での取り組みを「形」
として残すことで成果が見えるようになり、職
員のさらなる動機につながっているように思い
ます。職員の動機をさらに高めていくためにも、
今年度は、「災害時マニュアル」や「事業所新聞」
などの取組を「形」にしていきたいと考えてい
ます。
　こうした取組は法人が大切にしてきた「個別
のニーズに合わせた支援」に応えていくベース
となっており、今後も、こうした取組の積み重
ねにより、支援の質を磨き上げ、療育支援部の
サービスを向上させる、地域や社会に向けての
働きかけの一歩を踏み出していきたいと考えて
います。

３．今後に向けて
　平成24年4月以降、障がい児支援サービスが児
童福祉法に位置付けられ、事業の実施主体が市
町村に移管されることになり、療育支援事業は
大きな転換期を迎えます。
　たとえ社会状況や制度に大きな変化があろう
とも、私たち法人はこれに対応して、これまで
積み上げてきたことを継続し、さらに発展させ
ていくことが求められています。そのためにも、
療育支援部では、職員一同「全員参加」で一人
一人のニーズに沿いながらこの取組を進め、利
用者の皆様、並びに地域や関係機関の皆様のご
期待に応えられるよう努力していきたいと思い
ます。
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「支援の質の磨き上げ」を目指して

～ご利用者の将来を思い描く視点での支援～

１．社会生活力プログラムの提供
　「授産・就労支援」「自立・就労準備」の両チー
ムには、就労移行・自立訓練・就労継続B型・
生活介護事業ご利用者が在籍され、ニーズと障
害特性に応じたグループ分けと働くことを主と
した活動を提供しています。両チームは「自立・
就労チーム」として一体的にも機能しており、
今回述べるプログラムもその中で実施していま
す。自立訓練的内容のプログラムですが、利用
事業は問わず個別ニーズに着目して提供してい
ます。

（1）社会生活力プログラムの目的
　社会生活力プログラムとは、障害を理解しな
がら自信を持って生きることや、生活の基本を
確立し、社会参加やサービス活用、権利行使が
可能となることを目的として、自立意欲と自己
選択や自己決定を重視したプログラムです※。
実施にあたっては、「自立した暮らしの基盤づく
り」を目指し、「ご家庭との協力を重視」して、

「身につけたスキルの自立・継続した実施や役割
として担えること」を目標としています。“将来
を思い描いた時、どんなスキルが必要か” とい
う視点で、「自らが可能性を実現し、生活を生き
ていく」ための支援をと考えています。ご利用

者の中には、反復・継続によって確実に力とさ
れる強みのある方がいます。このプログラムに
は日々繰り返されるものも多く、こういった強
みとマッチします。時間は要しますがスキル獲
得は期待できると言え、そのためにはご家庭と
ぷれいすBeとが目的や状況、変化を共有しなが
ら継続していくことが重要と考えます。

（2）取り組み内容と振りかえり
　昨年度は「調理」「身だしなみ」「掃除/洗濯」

「金銭（使用管理）」「金銭（移動）」のテーマご
とに数名でグループワークを実施しました（各
テーマ全6回/調理は11回）。基本的な進め方は、
学習→実践→振り返り→復習・宿題で、視覚教
材や具体物を多く用いました。ご家庭へのアン
ケートやワークを通してアセスメントを行い、
実生活に即した内容で展開しました。ご利用者
同士では意見の受け止めも良く、ピアカウンセ
リングに通じ
る効果も見ら
れました。
　実施後のご
家庭からのご
意見には「自分
でお金を支払

副施設長　北
きた

　野
の

　真
ま

由
ゆ

美
み

　

高槻地域生活総合支援センター ぷれいすBe

ぷれいすBeは平成21年4月の開設以来、「あなたがいる場所」「あるがままで受け入れら
れる場所」を目指し、安心・安全を重視しながら運営してまいりました。皆様のご理解と
ご協力に支えられてのことと心より御礼申し上げます。通所事業は「生活介護（重症心身
障害）」「生活介護（知的・精神障害）」「授産・就労支援」「自立・就労準備」のチームに
分かれ、日々活動しています。今回はその一例として「社会生活力プログラムの提供」と

「本人活動支援」を紹介させていただき、これら活動を通して「支援の質の磨き上げ」に
ついて考えたいと思います。

調理レジメ写真
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う機会が増え
た」「（身だし
なみが）人に
どう見られて
いるか意識す
るようになっ
た」「マナーと

して歯磨きをするようになった」等がありまし
た。宿題の実施や継続への働きかけ等、ご家庭
のご協力があって初めて成立するプログラムで
す。この取り組みが暮らし方や自立度を考える
きっかけとなり、将来への思いを共有すること
につながればと思います。調理プログラム参加
者の中には「親が留守の間に自分でサンドイッ
チを作って食べた」という方がおられました。
こうした姿から、普段の「用意してもらう」「待っ
ている」という受動的行動から「自分ですませ
る」という能動的行動への変化と主体性の芽生
えが見られ、プログラムの意義を感じます。

２．本人活動支援
　土曜開所日のプログラムを検討するにあたり、
ご利用者からレクリエーション活動へのニーズ
が多く聞かれたため、自ら企画・運営する本人
活動をスタートしました。この活動は参加者間
の相互作用やグループダイナミクスを活かし、
ルールや役割意識、ソーシャルスキルの向上も
意図しています。

（1）活動内容と進め方
　年度の初回は、年間の活動計画とその担当者
を決める話し合いを行います。事前に決めた司
会者と書記の方を中心に①希望行事を意見とし
て出す②投票する、という形で進めます。意見
や投票は支援者が個別に支援し、考えを引き出
すようにしています。最初はこうした進行に戸
惑われましたが、次第にご自分達で進められる
ようになりま
した。「自分は
A が い い が、
皆と行くならB
がいい」「待ち
時間が長いと
しんどい人も
いる」と他者

のことを考えて自分の思いを取り下げられる等、
意見がまとまっていく過程は素晴らしいもので
す。担当者は行事前に詳細（日程、会費、昼食、
案内作成など）を決め、当日は会費徴収や点呼
など皆が楽しめるよう役割を担っていただきま
す。昨年度は①カラオケ・ボーリング②クリス
マス会③動物園を実施し、多数が参加され盛況
でした。

（2）活動を通しての変化
　どんな意見にも耳を傾けて話し合う姿勢や、
場をわきまえたふるまいが見られるようになり
ました。自分達で決めることへの戸惑いは、経
験の無さや決めてもらうことに慣れていること
の表れですが、一度経験されると自信をつけて
いかれます。全員が意見を出し、担当に立候補
するというとても積極的な活動になっており、
ご自身で何かをやりたい、担いたいと強く思わ
れていることを改めて感じます。今年度はこの
活動に「Beホップ」という名称が付けられ、自
分たちの会であるとの意識が深まることを期待
しています。

３．支援の質の磨き上げについて
　ぷれいすBeには青年期から成人期への移行段
階にあるご利用者が多くおられます。人生で最
も長い成人期は、もてる力を活かして充実感の
ある暮らしをどのように実現していくかが重要
で、それは味わい深く穏やかな老齢期へとつな
がっていきます。この時期の過ごし方によって、
将来の「もてる力」が変わってくると思うと、
支援者はその時期に適した環境や支援を提供し
なければならないと思います。前述のプログラ
ムもその一環になるようにと考えています。ご
利用者の力を見出せているか、ご利用者に関わ
る一員として自分が思う以上に大きな影響を及
ぼしていることを承知しているかによって支援
の質は変化していきます。更にその質を磨くた
め、支援の意義やご利用者とご家族の幸せのた
めに自分たちは何を役割としているか、を考え
続けていきたいと思います。

※ 奥野英子編著『実践から学ぶ「社会生活力」支援』，中央法
規出版，2007年

小遣いシート

洗濯機・衣類たたみ手順書
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「ノースカロライナ州での研修報告」
～ ノースカロライナ大学チャペルヒル校TEACCH部における

　　自閉症スペクトラムの人たちへの就労支援 ～

副施設長　高
たか

　橋
はし

　亜
あ　き　こ

希子　

ジョブジョイントおおさか　　　　

その3

　私は、サポーテットエンプロイメント（援
助付き雇用）プログラム（以下SEと記述）で
の研修で驚き、また素晴らしいと感じたもの
がいくつかありますが、その1つが今回ご紹介
する「ロングタームサポート」（SEでは、L

エルティエス

TS
と読んでいました）です。ロングタームとは、

「長い期間」という意味で日本語的に表現する
と「長期的な支援」ということになるでしょ
うか。日本の就労支援的に言うとまさに「フォ
ローアップ」です。
　ロングタームサポートの対象のクライアン
ト（利用者）のほとんどは、高機能自閉症/ア
スペルガータイプの人で、7月号で書かせてい
ただいたように標準モデルで個別就労をして
おり、その人たちの職場と生活をトータルで
サポートしていました。
　ロングタームサポート担当のジョブコーチ
は、現在のSEでは2名で、ノースカロライナ
州の州都ラーリー地域とSEのセンターのある
チャペルヒル・ダーラム近郊のエリアに分担
されていました。どちらとも1人のジョブコー
チが約20名のクライアント（利用者）を担当
していて、1日に3～5人のクライアント（利用
者）の職場を訪問していました。職場から職
場へ車で移動して訪問し、車内がオフィスの
ような感じです。常に携帯電話で連絡調整を
しておられました。そして、この2人の肩書は

「エンプロイメントスペシャリスト」となって
いました。
　LTSは、自立の度合いとその人の課題に
よって頻度に違いがあります。毎週1回は職場
を訪問する人もいれば2週間に1回、月に1回程

度の訪問でいい人までさまざまでした。
　ノースカロライナの就職状況は、個別就労
のクライアント（利用者）の時給で、7.5ド
ル～15ドル（最大）です（ノースカロライナ
州の最低賃金7.25ドル）。昇給もあるそうで
すが、3～5年と経過して仕事が評価され、期
待度が安定してはじめて昇給していくそうで
す。それは日本でも共通している部分です。

　私は研修のリクエストとして、高機能自閉
症/アスペルガー症候群の方の就労支援を見
せてほしいと希望していたので、最初の約3週
間はロングタームサポートのジョブコーチに
同行させてもらうことができました。LTSの
ジョブコーチのキムは、自閉症の息子さんが
いるお母さんで、とても穏やかで落ち着いて
いて、英語がすべてわかっていない私に対し
て、本当に親切に教えてくれました。本当に
毎日毎日、いろんな職場のいろんなタイプの
クライアント（利用者）を訪問することがで
き楽しかったです。
　「ホール・フーズ」というオーガニック（無
農薬・無添加食品）の高級スーパーへ訪問し
た時は、クライアントの上司と勤務時間帯の
変更についての交渉をする場面に同席させて
もらったのですが、日本の企業との交渉と
似て非なるものでした。応接室などなくスー
パーの事務所の中で、マネージャーもジョブ
コーチもざっくばらんなやりとりで（に見え
ました）、マネージャーは足を机の上に上げ、
かなりリラックスした応対だったのは衝撃で
した。交渉の内容は、週3日8時間勤務のとこ
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ろを、週4日で6時間勤務にしてもらえないか
という内容でした。交渉内容としては、日本
でもありがちなことです。交渉は10分くらい
のやりとりで、「よし!来週から」と決まって
いました。
　そのスーパーでは、もう1名女性のクライア
ント（利用者）が果物売り場でフルーツをカッ
トする業務で働いていたのですが、職場のコ
ミュニケーションで悩んでいるということで、
約3週間の間に数回足を運びました。障害の特
性上、コミュニケーションが苦手なことは理
解できますが、周囲の人もスパニッシュ（ス
ペイン語圏）の方で英語が片言しか話せない
ということで、お互いのコミュニケーション
がうまくとり難いことで問題が発生していま
した。キムは、彼女たちのマネージャーと話
をして、日頃の様子を聞き取り、こういう時
にこう伝えてほしいということを説明してい
ました。
　また、ダーラムにある教育関係の製本会社
では、やんちゃな感じのアスペルガーの青年
が働いていました。最初に訪問した時の話題
は、なんと彼が苦手な同僚の前で、わざとお
ならをしてしまうというものでした。理由を
聞くと、その人を困らせてやろうと思った…
と、幼稚な感じに思わず笑ってしまいそうに
なりましたが、キムは帰りの車の中で彼のお
父さんに電話し、お家でも説明してもらうよ
うにお願いしていました。彼は、社内メール
の回収と発送を行っていました。彼の職場の
同僚に最近の様子を聞き取ると、手順が飛ん
でしまったり、やり忘れがあることが発覚し、
来週改めて手順を教え直すこととなりまし
た。翌週は、本人の業務開始時刻に合わせて
私たちも職場に出向き、キムがぴったりつい
て教え直しです。彼は、カートを引いてメー
ルの回収に職場を回っていくのですが、チェッ
クリストを活用して活動が終わったらセルフ
チェックをすることを教えていました。
　これは、少し余談ですが、彼のオフィスを
訪ねてびっくりしましたが、自分のブース（個

室らしきもの）があるのです。アメリカでは、
職員一人一人に対して個室があるのが一般的
なので、そういう意味の個室です（特別な配
慮が必要だからと用意された個室ではない）。
　そこはまさに彼の城で、彼の好きなデュー
ク大学のバスケットボールチームのグッツや
ペナントで埋め尽くされていました。休憩時
間や、記録を書く時等は個室ブースで行って
いました。はじめからこのように個室がある
と本人にとっての基点になる場として明確で
わかりやすくていいなぁと、ここでも感心し
ました。
　LTSのほかのサポートの形態としては、ラ
ンチタイムに職場を訪問して一緒にランチを
食べながら話を聞いたり、最近就職が決まり
来週から就職するという方とは、ファースト
フード店で待ち合わせしてそこで最近の様子
を聞き取ったりなどされていました。
　グリーンズボロという地域のTEACCH

（ティーチ）センターでも就労支援の素晴らし
い実践をされており、1週間お世話になりまし
た。そこでもロングタームサポートの現場を
見せていただく機会がありました。グリーン
ズボロTEACCHセンターでは、生活面の安
定を重視して家庭訪問も行っていました。毎
週決まった曜日時間にクライアントの自宅に
訪問して、現状の振り返りと短期的な目標の
確認を行っていました。印象に残った事例で
は、40代前半のクライアントで7年前にアスペ
ルガー症候群の診断を受けた後アルコール依
存症となり、2年にわたる支援の経過を本人
のお話しも含めて伺うことができました。ア
ルコールを飲んでしまう状況分析をし、その
対処法を明確にし、実行されていました。ア
ルコールを飲みたくなる状況は、人恋しくて
さみしい時やストレスが高い時とわかったの
で、それに対しての具体定な対処法をまずは
TEACCHセンターで練習して、それから自宅
でも行うように支援したそうです。この方は
ウォルマート（スーパー）で、フルタイムで
週5日働いておられ、まじめにコツコツと頑張
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るタイプの方です。嫌なことやストレスも我
慢してしまうので、その反動でアルコールを
飲んでしまうことにもなったようです。毎日
の生活の中で、仕事中に3回リラクゼーション
タイムを取り入れて予防しているそうです。
また、人恋しさを解消するために、ソーシャ
ルグループにも参加し、所属感やいつ知人や
友人と話ができるかの見通しをもたれていま
した。同じ障害のある方のサイトで友人がで
きたそうで、スターバックス（喫茶店チェー
ン）で会って話をするのが楽しみということ
を伺いました。この話から「働き続けること」
は、生活と精神面の安定なのだとつくづく感
じました。

　ロングタームサポートで最も勉強になった
のは、ソーシャルスキル（注1）の支援とリラク
ゼーションです。この点に関しては、私が今
まで行ってきた支援の中では、あまり重視し
てこなかったことでした。就職した後、フォ
ローアップの支援になっても（というより、
だからこそ）ソーシャルスキルの支援はもち
ろん、リラクゼーションやカウンセリングに
ついても、自閉症特有の問題を視覚的な方法
で支援されていました。就労して生活を継続
していく限り、ソーシャルスキルの支援に終
わりはないと、グリーンズボロTEACCHセン
ターのスタッフ（職員）グレナが教えてくれ
たことが、強く心に残っています。
　まさにロングタームサポートは「就労生活
を維持し続けるための支援」と実感しました。
その証拠に、SEでは就労が長期に渡ってい
て、長い人で20年、平均して7～8年は継続し
ているのですから。人だけではなく、人とし
くみで支え続けていることの証と言えます。
　最後に、SEでのロングタームサポートの戦
略を紹介して、日本で就労をしているあるい
は目指している方が、長く働き続けるための
ヒントになればと思います。

（注1）ソーシャルスキル
社会の中で自立し主体的であるとともに、他の人との協
調を保って生きるために必要とされる、生活上の能力

ロングタームサポートのジョブコーチが職場訪問し、
業務を教えなおしている様子

職場で、同僚に冗談を言ったら相手はどう思うかを、
イラストにして伝えている

アルコール依存症を併発した人の毎日の生活チェック表

▪構造化のアプローチを使って、職業スキルとソー
シャルスキルを教える。雇用主あるいはクライ
アントによって視覚的なシステムを発展させる、
または修正する
▪職場の同僚と上司に自閉症スペクトラムについ
て教育する
▪雇用主または上司と従業員（クライアント）と
の橋渡しとなり、仕事ぶりや問題点について議
論する
▪質と生産性を保証し、職場のサポートを行う
▪リラクゼーションと対処法を育て、実行する
▪社会参加の機会を通して社会性を育て、また2週
間に1回のソーシャルグループ（集団での活動グ
ループ）を行う
▪必要なこととして、個別のカウンセリングを提
供する
　（多少固くぎこちない文書ですがご容赦ください）

ロングタームサポート戦略
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北摂杉の子会のホームページ（	http：//www.suginokokai.com/	）では、
様々な法人の活動や情報提供をリアルタイムで掲載しております。
過去3ヶ月のホームページ更新状況をお知らせいたします。
ホームページでは、機関誌のバックナンバーもご覧いただけます。
ご興味のある方は『北摂杉の子会』で検索して、ぜひアクセスしてご覧
ください！

北摂杉の子会のホームページ　更新情報
（平成23年6月～8月）

掲載ページ 内　　　　　　　容

法 人 の ご 案 内 後援会ご案内更新

各施設のご案内
ジョブサイトひむろ 情報更新

大阪自閉症支援センター 情報更新

松上利男の一言 第49回　障害者虐待防止法と障害者身体拘束ガイドラインについて

お 知 ら せ

「医療だより」を掲載

日本知的障害者福祉協会機関誌「さぽーと」2011年7月号　執筆
アクトおおさかセンター長・新澤伸子

PWS支援者ネットワーク活動・事例報告集発刊
萩の杜　事務局

機関誌 第45号更新

よどのコロッケ 2周年記念セールお知らせ

Café Be
イベント情報更新

8月ランチメニュー掲載
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平成22年10月（平成23年度実施事業対象）に実施

された、共同募金施設整備費配分金事業（大阪府共
同募金会　http://www.akaihane-osaka.or.jp）に

より、当法人へ助成金が決定されました。

共同募金にご協力いただいた府民（寄付者）の皆

様に感謝いたします。

助成金は、下記事業に有効適正に活用いたします。

ぷれいすBeで製造しておりますガレット（焼き菓子）を
10月12日（水）より「お酒のデパートもりもと」様（阪
急高槻市駅前：下の地図をご参照）にて販売しております。
１枚が税込150円、かわいいパッケージの6枚入りが税
込980円、10枚入りが税込1,630円となっております。

レジ前のお菓子コーナーに陳列されておりますので、お
近くに行かれた際にはぜひお買い求めください。
今後もガレットの販売場所を広げていく予定ですので、
本誌や法人ホームページにて順次お知らせいたします。
一度ご賞味いただければ幸いです。

共同募金施設整備費配分金事業完了のお知らせ

ガレット（焼き菓子）を「お酒のデパート もりもと」様にて販売

対象事業 金　　額 事業所名 完了年月日

送迎用車両整備（更新） 1,275,000円 萩の杜 平成23年7月4日

機関誌46号　法人へのご寄附未掲載についてのお詫び

お酒のデパート もりもと　株式会社もりもと
大阪府高槻市北園町14-13（阪急高槻市駅前徒歩１分）　年中無休　 9:00～21:00 営業

受領年月日 寄 附 者
3月  2日 金谷　　健
3月  8日 棚山　薫晴
3月  8日 小川　敏夫
3月24日 北畑　政和
3月27日 中村　節史
3月27日 福田　啓子
3月28日 杉川　雅基

（敬称略）

前46号裏表紙32ページ「法人へのご寄附
に感謝いたします」にて、平成23年3月
にご寄附いただいた方々に関しまして掲
載漏れがございました。
ご無礼のございましたことを、謹んでお
詫び申し上げますとともに、改めてここ
に掲載させていただきます。
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（平成 23年 6月から平成 23年 8月まで）

法人本部総務部掲示板

6月	 8日	 経営会議
	 10日	 平成24年度採用説明会
	 	 　会場　高槻現代劇場　集会室306号
	 11日	 平成24年度採用説明会
	 	 　会場　生涯学習センター　第2会議室
	 15日	 運営会議
	 	 　人事考課の件
	 16日	 自閉症啓発デー会議
	 22日	 総務会議
	 	 　勤務表の締め日の件
	 	 　休憩時間の取り方の件
	 24日	 運営会議
	 	 　人事の件
	 	 　採用の件
	 27日	 新ケアホーム説明会
	 	 　会場　高槻現代劇場　306号室
	 	 　二井清治建築研究所より基本設計の説明の件
	 	 　資金計画の件

7月		 1日	 平成24年度採用試験
	 	 　会場　高槻現代劇場　集会室207号
	 2日	 平成24年度採用試験
	 	 　会場　高槻現代劇場　集会室206号
	 7日	 新ケアホーム説明会
	 	 　会場　高槻現代劇場　306号室
	 	 　資金計画の件
	 7〜8日	 平成24年度採用一次面接
	 	 　会場　法人本部2階会議室
	 11日	 経営会議
	 14日	 新ケアホーム説明会
	 	 　会場　高槻現代劇場　306号室
	 	 　住居の詳細説明の件
	 	 自閉症啓発デー会議
	 20日	 平成24年度採用二次面接
	 	 　会場　法人本部2階会議室
	 21日	 入職者研修
	 	 　「入職からの振り返り」
	 	 　講師　松上常務理事
	 22日	 運営会議
	 	 　人事の件
	 	 　諸手当の件
	 27日	 総務会議
	 	 　労働・社会保険勉強会の件
	 28日	 第73回理事会
	 	 　会場　法人本部　2階会議室
	 	 　第1号議案　新ケアホーム建設並びに開設に

向けての活動の件

	 	 　第2号議案　新ケアホーム建設にともなう
設計・監理業者の選定の件

	 	 　第3号議案　新ケアホーム建設にともなう
新築請負業者の選定方法並び
に入札業者の適格条件の件

	 	 　第4号議案　新ケアホーム建設のスケジュー
ルの件

	 	 　第5号議案　新ケアホーム建設に係わる公
告事項の件

	 	 　第6号議案	 独立行政法人福祉医療機構か
らの借入の件

	 	 　第7号議案　新ケアホーム建設に係わる土
地賃貸借契約の件

8月	 6日	 運営会議
	 	 　人事の件
	 	 第2回法人研修
	 	 　会場　高槻現代劇場　集会室305号
	 	 　全体研修　『大変重い障害のある人たちの

本人主体の地域生活支援〜青
葉園の実践を通して〜』

	 	 	 西宮市社会福祉協議会
	 	 	 障害者生活支援グループ長
	 	 	 　	清水明彦	氏
	 	 　分科会1	 「信頼される職員を目指して」

　（初任者）
	 	 	 講師　本田英世理事
	 	 　分科会2	 「リスクマネジメント」（中堅）
	 	 	 講師　ぷれいすBe下施設長

6月11日　平成24年度採用説明会
（生涯学習センター　第2会議室にて）
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6月	 2日	 萩の杜運営会議　精神科相談
	 3日	 美化の日（静養室・萩の間の清掃）
	6日〜10日	 実習受け入れ（2名）
	6日〜24日	 個別支援計画説明懇談
	 6日	 ショートステイ会議（ぷれいすBeと合同）
	 	 日帰り旅行（京都嵐山）
	 7日	 萩の杜会議／給食会議
	 8日	 施設見学（1名）
	 9日	 前期利用者健康診断
	13日〜17日	 実習受け入れ（2名）
	 16日	 精神科相談
	 	 グループリーダー会議　ふれっとリーダー会議
	 22日	 日帰り旅行（ハーベストの丘）
	27日〜7月8日
	 	 実習受け入れ（1名）
	 27日	 安全対策委員会
	 28日	 実習受け入れ（3名）
	 30日	 実習受け入れ（1名）

7月	 1日	 美化の日（Aグループリビング）
	 4日	 ショートステイ会議（ぷれいすBeと合同）
	 5日	 萩の杜会議　給食会議
	 6日	 萩の杜内部研修：救急救命講習（7月30日に

も実施）
	 7日	 職場体験実習受け入れ（1名）
	 	 萩の杜運営会議		精神科相談
	 14日	 グループリーダー会議／ふれっとリーダー会議

	 	 萩の杜避難訓練
	 17日	 Cグループ研修会
	 18日	 ふれっと祝日開所
	 19日	 実習受け入れ
	 21日	 精神科相談
	 22日	 家族会ほっとトーク／家族会定例会
	 25日	 施設見学（10名）
	27日〜8月1日　実習受け入れ（2名）
	 	 ※7月：Aグループ松岡さんに萩の杜リビン

グのテレビガード設置と樹木剪定をしてい
ただきました。ありがとうございました。

8月	 2日	 萩の杜会議／給食会議
	 4日	 萩の杜運営会議
	 5日	 美化の日（Bグループリビング）
	 6日	 法人研修
	 9日	 ふれっと避難訓練
	 11日	 施設見学（5名）　精神科相談
	 	 グループリーダー会議／ふれっとリーダー会議
13〜16日		 利用者夏季休暇
	22日〜9月1日
	 	 実習受け入れ（1名）
	 25日	 精神科相談
	 26日	 施設見学（3名）
	 29日	 安全対策委員会

（勝部　記）

萩 の 杜 掲 示 板

	 	 　分科会3	 「目標設定とサービスマネージ
メント」（役職者）

	 	 	 講師　JSひむろ森田副施設長
	 	 	 　　　総務部	佐々木部長
	 8日	 経営会議
	 10日	 ケアホーム説明会・現地見学会
	 	 　会場　Cafe	Be（ぶれいすBe内）
	 	 　資金計画の件
	 23日	 第74回理事会
	 	 　会場　法人本部　2階会議室

	 	 　第1号議案　新ケアホーム新築工事入札参
加業者の決定並びに現場説明

	 	 	 要項の決定の件
	 24日	 総務会議
	 	 　労働・社会保険勉強会の件
	 26日	 運営会議
	 	 　人事の件
	 	 　全体研修の件

（佐々木寛　記）

6月6日　日帰り旅行で嵐山に行き、ハンカチの絵付けをしました。
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ジョブサイトひむろ掲示板

6月	 2日	 そうぞう4グループレクリエーション（五月
山動物園）

	 	 トランポリン（芝生体育館）
	 3日	 音楽療法（にこにこ保育園）
	 8日	 トランポリン（芝生体育館）
	 9日	 プール（ラポール枚方）
	 10日	 音楽療法（にこにこ保育園）
	 14日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 15日	 プール（ラポール枚方）
	 16日	 トランポリン（芝生体育館）
	 17日	 音楽療法（にこにこ保育園）
	 	 ジョブサイトひむろ会議
	 	（平成22年度決算、利用者工賃の件、新ケア

ホームの件、旅行の件等を検討）
	 20日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 21日	 ジョブサイトひむろ職員勉強会
	 	（『ステップの活動について』高岡支援員　山

田支援員）
	 22日	 トランポリン（芝生体育館）
	 23日	 プール（ラポール枚方）
	 24日	 音楽療法（にこにこ保育園）
	 28日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 29日	 プール（ラポール枚方）
	 30日	 トランポリン（芝生体育館）
	 	 6月見学者	 3組		12名
	 	 6月実習者	 2組2日間
	 	 6月その他来訪者	 10名	
　
7月	 1日	 音楽療法（にこにこ保育園）
	 4日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 5日	 そうぞう1グループレクリエーション（京都

タワー、京都駅ビル）
	 6日	 トランポリン（芝生体育館）
	 7日	 プール（ラポール枚方）
	 8日	 音楽療法（にこにこ保育園）　
	 12日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 13日	 トランポリン（芝生体育館）
	 14日	 療育グループレクリエーション（二十四節季	

CAFÉ.N.Te）
	 15日	 プール（ラポール枚方）
	 	 ジョブサイトひむろ会議
	 	（平成23年度ジョブサイトひむろ事業計画の

進捗状況について検討）
	 18日	 祝日開所日
	 	 就労グループレクリエーション（ラウンドワ

ン・スポッチャ）
	 19日	 そうぞう3グループレクリエーション（ガレ

リア亀岡）

	 	 ジョブサイトひむろ職員勉強会
	 	（『職員のコミュニケーション』講師：勝部真

一郎	萩の杜施設長）
	 20日	 プール（ラポール枚方）
	 21日	 トランポリン（芝生体育館）
	 22日	 プール（ラポール枚方）
	 	 音楽療法（にこにこ保育園）
	 25日	 プール（ラポール枚方）
	 26日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 27日	 トランポリン（芝生体育館）
	 28日	 プール（ラポール枚方）
	 29日	 音楽療法（にこにこ保育園）
		 	 7月見学者	 2組11名
	 	 7月その他来訪者	 23名	

8月	 1日	 プール（ラポール枚方）
	 3日	 トランポリン（芝生体育館）
	 5日	 音楽療法（にこにこ保育園）
	 6日	 法人研修（現代劇場）
	 8日	 プール（ラポール枚方）
	 9日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 10日	 プール（ラポール枚方）
	 11日	 トランポリン（芝生体育館）
	 12日	 利用者慰労会（茶話会形式で）
	 	 音楽療法（にこにこ保育園）
	13〜16日	 夏期休暇
	 17日	 トランポリン（芝生体育館）
	 18日	 プール（ラポール枚方）
	 19日	 ジョブサイトひむろ会議
	 	（高槻地区体制整備会議に関して、高槻地区

の課題について検討）
	 22日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 23日	 そうぞう4グループレクリエーション（京都

タワー、新阪急ホテル）
	 24日	 プール（ラポール枚方）
	 26日	 音楽療法（にこにこ保育園）
	 29日	 プール（ラポール枚方）
	 30日	 エアロビクス（ゆうあいセンター）
	 	 ジョブサイトひむろ職員勉強会
	 	（『新ケアホームについて』講師：平野貴久施

設長）
	 	 8月実習生	 1名1日
	 	 8月体験実習生	 2組4日
	 	 8月見学	 3組6名
	 	 8月その他の来訪者	17名

（平野　記）
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発達障害児療育支援部掲示板

○児童デイサービスセンターan
6月	 10日	 保護者研修入門
	 12日	 発達障がい療育等支援事業所合同実践報告会
	 24日	 保護者研修実践
	27日〜7月8日
	 	 個別支援計画立案面談開始
7月	 1日	 保護者研修入門
	 15日	 保護者研修実践
8月	 6日	 法人研修
	 8〜12日	 夏季休暇
	 9・11日	 発達障害児療育支援部サマープログラム
	 20日	 施設見学会（6名）

○自閉症療育センターwill
6月	 1日	 保護者研修	入門A

	 8日	 保護者研修	入門B
	 12日	 発達障がい療育等支援事業所合同実践報告会
	 15日	 平成22年度	療育終了時児保護者実践交流会
	20日〜7月1日
	 	 個別支援計画立案面談開始
	 25日	 施設見学会（1名）
7月	 6日	 保護者研修	入門A
	 9日	 施設見学会（2名）
	 13日	 保護者研修	入門B
	 20日	 避難訓練
	 23日	 施設見学会（10名）
8月	 6日	 法人研修
	 9・11日	 発達障害児療育支援部サマープログラム
	 20日	 施設見学会（8名）
	 23日	 療育施設見学（13名）

○大阪自閉症支援センター
保護者研修	 フォローアップ講座　2回実施
	 	 グッズ作り講座　2回実施
和泉市教育委員会
	 	 連続講座（2回）
	 	 夏季テーマ別研修（4回）
	 	 巡回相談（小学校2回）
高槻市教育委員会
	 	 連続講座（2回）
	 	 夏季テーマ別研修（4回）
	 	 巡回相談（小学校2回）
摂津市教育委員会
	 	 連続講座（2回）
	 	 巡回相談（小学校2回）
泉大津市教育委員会	
	 	 テーマ別研修（2回）
	 	 巡回相談（小学校1回）
豊能町教育委員会	
	 	 巡回相談（幼稚園1回）
講師派遣　	豊中市社会福祉協議会、大阪府社会福祉協議会、

高井田苑、朝日新聞厚生文化事業団、大阪労働局、
子どもの城協会、青い鳥工房、大阪府中央子ども
家庭センター、高槻市立清水小学校

○アクトおおさか
6月	 2日	 発達障害者支援センター全国連絡協議会役員

会出席
	 3〜4日	 発達障害者支援センター全国連絡協議会総

会・研修会2名派遣（大分）
	 9日	 福祉教育連携事業リーディングスタッフ養成

研修
	 10日	 アクトおおさか4回連続講座　第1回
	 	「高機能広汎性発達障害について」
	 	 講師　平山照美医師（こころの健康総合センター）

	 24日	 大阪府発達障害団体ネットワーク
	 	 平成23年度第2回運営委員会出席（事務局）
	 	 就労準備ガイダンス第1回実施
	 27日	 成人期家族グループ上期第1回実施
	 	 大阪府成人期支援機関連絡会出席（事務局）
	 28日	 施設コンサルテーション
	 	（泉州中障がい者就業・生活支援センター）
	 29日	 施設コンサルテーション（地域活動支援セン

ターかけはし）
	 30日	 福祉教育連携事業移行支援モデル事業（守口

支援学校）
7月	 6日	 施設コンサルテーション（地域活動支援セン

ター菜の花）
	 	 施設コンサルテーション（地域活動支援セン

ター陽だまり）
	 8日	 就労準備ガイダンス第2回実施
	 15日	 アクトおおさか4回連続講座	第2回
	 	「疑似体験、見立て・アセスメントのポイント」
	 21日	 大阪府第4次障がい者計画第9回検討委員会

出席
	 22日	 就労準備ガイダンス第3回実施
	 25日	 成人期家族グループ上期第2回実施
8月	 5日	 就労準備ガイダンス第4回実施　　
	 22日	 施設コンサルテーション（地域活動支援セン

ター菜の花）
	 25日	 大阪府発達がい者支援センター連絡協議会成

人部会出席
	 26日	 就労準備ガイダンス第5回実施
	 	 高等学校における支援教育推進会議出席
	 31日	 施設コンサルテーション（地域活動支援セン

ターかけはし）
	 	 平成23年度第1回若者サポートステーション
	 	 支援ネットワーク推進協会議出席

（新澤　記）

発達障害支援部掲示板
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避難訓練にて、谷岡センター長が率先して避難ばし
ごを体験する

保護者研修にて　保護者の皆さまに自閉症の子どもた
ちの世界を疑似体験していただいている場面

ジョブサイトよど掲示板

6月	 2日	 5階グループ・レクリエーション
	 7日	 エアロビクス（生活介護）
	 8日	 ジョブサイトよど・ジョブジョイントおおさか

運営会議／グループリーダー会議
	 9日	 J3グループ・レクリエーション／コロッケ事

業会議
	 10日	 4階グループ・レクリエーション
	 13日	 保護者説明会／十三地区管理職会議
	 	 体験実習の受け入れ（〜14日　視覚特別支

援学校より1名）
	 14日	 5階グループ・レクリエーション
	 15日	 3階グループ・レクリエーション
	 	 体験実習の受け入れ（〜16日　豊中支援学

校より1名）
	 18日	 職員研修（職場でのコミュニケーション／社

会福祉の法制度について）
	 20日	 研修生受け入れ（〜24日　社会福祉法人	以

和貴会ゆらくの里より1名）
	 21日	 エアロビクス（生活介護）／職員全体会議
	 22日	 ジョブサイトよど・ジョブジョイントおおさか

運営会議／グループリーダー会議
	 23日	 コロッケ事業会議
	 24日	 外食プログラム（生活介護）
	 27日	 施設見学会（10名）
	 28日	 給食会議／淀川区自立支援協議会事務局会議

（佐々木副施設長出席）
	 30日	 支援員会議
			

7月	 2日	 土曜開所日（陶芸教室）
	 4日	 十三地区管理職会議
	 5日	 エアロビクス（生活介護）
	 6日	 ジョブサイトよど・ジョブジョイントおおさか

運営会議／グループリーダー会議
	 8日	 コロッケ事業会議
	 14日	 歯科検診／淀川区自立支援協議会定例会
	 19日	 エアロビクス（生活介護）
	 20日	 ジョブサイトよど・ジョブジョイントおおさか

運営会議／グループリーダー会議　※台風の
ため臨時休業

	 21日	 コロッケ事業会議
	 22日	 外食プログラム（生活介護）
	 23日	 土曜開所日（阿倍野防災センター）
	 25日	 施設見学会（9名）
	 26日	 給食会議
	 27日	 利用者健康診断
	 28日	 コロッケ事業会議／支援員会議
	 29日	 外食プログラム（生活介護）

8月	 1日	 十三地区管理職会議
	 2日	 エアロビクス（生活介護）
	 3日	 ジョブサイトよど・ジョブジョイントおおさか

運営会議／グループリーダー会議
	 6日	 法人研修／淀川花火大会コロッケ販売
	 8日	 体験実習受け入れ（〜10日　生野支援学校

より1名）
	 	 実習生受け入れ（〜9月9日　川崎医療福祉

○自閉症療育センターLink
6月	 9日	 保護者研修	入門B
	 12日	 発達障がい療育等支援事業所合同実践報告会
	 16日	 保護者研修	入門A
	20日〜7月1日	 個別支援計画立案面談開始

7月	 7日	 保護者研修	入門B
	 14日	 保護者研修	入門A
8月	 6日	 法人研修
	 9・11日	 発達障害児療育支援部サマープログラム

（谷岡　記）
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カフェコンサート開催（出演：小濱達郎様）
過去最高の123名の来場者数

土曜プログラム ボーリング場にて

ジョブジョイントおおさか掲示板

6月	 1日	 ジョブジョイント会議・プログラム調整会議
／就労戦略会議

	 	 ドラフト会議
	 8日	 ジョブジョイント会議・プログラム調整会議

／就労戦略会議
	 	 中山清司氏スーパーバイズ（研修）

	 15日	 ジョブジョイント会議・プログラム調整会議
／就労戦略会議

	 18日	 ジョブサイトよと・ジョブジョイントおおさ
か職員研修

	 22日	 ジョブジョイント会議・プログラム調整会議
／就労戦略会議

ぷれいすBe掲示板

6月	 3日	 高槻北消防署の立ち入り検査　
	 11日	 カフェコンサート開催（出演：小濱達郎様）
	 	 過去最高の123名の来場者数となり盛況。ご

出演いただきました小濱様ならびにお越しい
ただいた皆様にお礼申し上げます。

	 13日	 ご利用者の健康診断実施
	 	 兵庫医療大学より作業療法実習1名を受入（〜

8月5日まで）
	 14日	 内部研修「感染症対策」を実施
	 18日	 日本財団より570,000円助成　製菓室へ新し

くエアコンと冷凍庫を設置
	 	 6月の見学：7件65名

7月	 1日	 新規利用者1名の通所利用が開始
	 11日	 社会福祉法人以和貴会（奈良県）より実習1

名を受入（〜15日まで）

	 23日	 土曜プログラムを実施　チームごとに趣向を
こらしたプログラムを実施

	 	 7月の見学：5件31名

8月13〜16日
	 	 夏季休暇
	 17日	 千葉県マザー牧場でテミルプロジェクト主催

のイベント（テミフェス）に参加
	 	 全国からプロジェクトに参加している4法人

が合同で販売を実施
	 	 ぷれいすBeはガレットを販売
	 29日	 大阪総合福祉専門学校から相談支援実習1名

を受入（〜9月30日まで）
	 	 8月の見学：7件52名

（下　記）

大学学生1名）
	 11日	 コロッケ事業会議
	 12日	 利用者慰労会
	13〜16日	 夏季休暇
	 18日	 支援員会議
	 19日	 保護者研修会
	 20日	 土曜開所日（昼食バイキング）
	 22日	 体験実習の受け入れ（〜24日　住之江支援

学校より1名）
	 	 実習生受け入れ（〜9月24日　川崎医療福祉

大学学生1名）
	 23日	 エアロビクス（生活介護）／ジョブサイトよど・

ジョブジョイントおおさか運営会議／職員情報
交換会

	 24日	 グループリーダー会議
	 25日	 コロッケ事業会議
	 29日	 施設見学会
	 30日	 淀川区自立支援協議会事務局会議

（佐々木祐　記）
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ジョブサイトひむろ家族会掲示板

萩の杜家族会掲示板

6月	 11日	 イオンイエローレシートキャンペーンに参加
	 23日	 サークル萩開催
	 	 手作り品の作成と情報交換
	 26日	 カトリック教会にて花の販売
	 27日	 安全対策委員会

7月	 11日	 イオンイエローレシートキャンペーンに参加
	 13日	 4家族会会長懇談会
	 17日	 カトリック教会にて花の販売
	 22日	 ホットトーク
	 	 勝部施設長、松本栄養士、杉山看護師を囲ん

での懇談会

	 	 定例会
	 	 　施設からの報告
	 	 　安全対策委員会報告
	 	 　成年後見制度勉強会について
	 	 　東日本大震災義援金報告　他
	 28日	 サークル萩開催
	 	 　手作り品の作成と情報交換

8月	 11日	 イオンイエローレシートキャンペーンに参加
	 29日	 安全対策委員会

（飯塚　記）

ジョブサイトひむろ家族会結成10周年記念懇親会報告

　ジョブサイトひむろ家族会結成10周年を記念し、6月
28日に高槻市役所15階『桃莉』にて懇親会を開催いたし
ました。
　当日は家族会会員39名に法人より佐々木部長、平野施
設長の参加を賜わり総勢41名の賑やかな集まりとなりま
した。
　初代会長沖本様から結成当初18名のメンバーが現在55
名と3倍を越し、時代の流れを感じたという感想から発
足当初の手探り状態から組織を固め、障害のある子を持
つ親としての悩み、あるいは地域での問題、家族内の問
題等々をお互いに共有しながら成長してきたことを縷々
お話願い、初代の施設長佐々木部長からも過去の厳しい
時代のあったこと、平野施設長からも職員の悩み、子供
たちと接しながら互いに成長してきたことなど本当に身

近な話題をお話いただき、所定の時間をたっぷりと使い
ながら懇親の実をあげました。
　この企画は役員会で自然発生的に盛り上がり、各役員
さんの努力で無事開催にこぎつけました。
　過去、定例会、総会、講演会等の集まりにおいて、多
数の出席をいただきながらも、どうしても身近で、親し
い方々が席を並べることが多く、新しく入会された方た
ちから中々馴染めないところがあるとの指摘もあり、今
後の家族会のあり方に問題意識があった中で今回の催し
は参加者全員から今後もこのような会を催して欲しいと
いう機運が高まりました。新たな試みとして次回の総会
を生涯学習センターで開催し、懇親会を今回と同じ会場
で行うのがいいという意見に纏まりましたことは今回の
企画を立案し、開催された役員一同の大きな喜びになり
ました。
　ありがとうございます。

	 	 中山清司氏スーパーバイズ
	 23日	 日本スタッフセンター&インサイト&ジョブ

ジョイントおおさか勉強会
	 24日	 会社見学①　株式会社東京海上ビジネスサ

ポート（東京海上の特例子会社）
	 28日	 会社見学②　株式会社東京海上ビジネスサ

ポート
	 29日	 ジョブジョイント会議（個別支援計画ふりか

えりと今後の課題検討会）
	 	 プログラム調整会議／就労戦略会議

7月	 2日	 土曜開所日　「土曜クラブ」
	 6日	 ジョブジョイント会議・プログラム調整会議

／就労戦略会議
	11〜15日	 個別支援計画懇談
	 12日	 日本スタッフセンター&インサイト&ジョブ

ジョイントおおさか勉強会
	13・20・27日
	 	 ジョブジョイント会議・プログラム調整会議

／就労戦略会議

	 14日	 歯科検診
	 27日	 前期健康診断　ドラフト会議
	 	 ジョブジョイント会議・プログラム調整会議

／就労戦略会議
	 29日	 会社見学　日本パーソネルセンター株式会社

（UCC上島珈琲の特例子会社）

8月	3・10・17・24日
	 	 ジョブジョイント会議・プログラム調整会議

／就労戦略会議
	 10日	 日本スタッフセンター&インサイト&ジョブ

ジョイントおおさか勉強会
	13〜16日	 夏期休業
	 20日	 土曜開所日　「土曜クラブ」
	 26日	 見学者来所　（社会福祉法人つづじ・広島県）
	 31日	 プログラム調整会議／就労戦略会議

（高橋亜　記）
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6月	 27日	 新ケアホーム説明会（現代劇場にて開催）
	 	 入居希望者17家族出席
	 28日	 ジョブサイトひむろ家族会臨時総会（懇親

会）開催
	 	 場　所：高槻市総合センター・中華料理「桃莉」
	 	 出席者：35家族39名（夫婦参加4家族）
	 	 ※佐々木前施設長、平野施設長の2名を加え

て総数41名

7月	 13日	 家族会会長懇談会（法人本部にて開催　豊澤
会長	出席）

	 14日	 新ケアホーム説明会（現代劇場にて開催）
	 	 入居希望者20家族出席
	 25日	 新ケアホーム「そら」・「にじ」説明会（法人

本部にて開催）
	 	 入居希望者13家族出席
	 26日	 新ケアホーム「さん」説明会（法人本部にて

開催）
	 	 入居希望者7家族出席
	 27日	 広報委員会（法人本部にて開催）
	 	 機関紙第46号発送協力

8月	 10日	 新ケアホーム説明会並びに現地見学会（Cafe	
Beにて開催）

	 	 入居希望者20家族参加
	 22日	 役員会開催（法人本部にて開催）
	 	 1	定例会の打ち合わせ

（妹尾　記）

6月	 2日	 オアシス総会で100円喫茶実施
	 6日	 家族会役員会開催　100円喫茶実施
	 13日	 十三市参加　
	 	 ジョブサイトよど研修会で100円喫茶実施
	 16日	 オアシス座談会で100円喫茶実施
	 20日	 オアシスサロンで100円喫茶実施
	 23日	 オアシス役員会で100円喫茶実施
7月	 4日	 家族会役員会開催　100円喫茶実施
	 11日	 オアシスサロンで100円喫茶実施
	 13日	 十三市参加
	 	 法人内家族会会長懇談会に参加（会長）
	 14日	 オアシス役員会で100円喫茶実施
	 19日	 給食試食会実施
	 	 7月定例会開催（会員24名参加）

	 	 ジョブサイトよど佐々木副施設長、ジョブ
ジョイントおおさか高橋副施設長出席。

	 	 会員の自己紹介とフリートークを実施
	 	 100円喫茶実施
	 20日	 大阪市心身リハビリテーションセンター訪問

（会長）
8月	 1日	 オアシスサロンで100円喫茶実施
	 	 家族会役員会開催100円喫茶実施
	 4日	 オアシス役員会で100円喫茶実施
	 6日	 大阪市西区そよかぜまつりにて掲示・せんべ

い販売
	 19日	 ジョブサイトよど研修会で100円喫茶実施
	 24日	 理事長と語ろうう会　十三がんこ本店で実施

（福田　記）

JSよど&JJおおさか家族会掲示板

6月	 3日	 5月末日を期限として、家族会会員よりご協
力いただいた「東日本大震災に伴う義援金」
を集計

	 	 結果131口（1口500円）65,500円を法人本部
に送金　

	 9日	 第2期　第2回役員会（場所：ぷれいすBe会
議室）

	 	 年間活動計画について
	 	 父親懇談会について
	 	 グループ別参観について
	 	 その他　
	 18日	 父親の会準備打ち合わせ

7月	 1日	 グループ別参観&カフェBeランチ　AR1（ア

ぷれいすBe家族会掲示板

ジョブサイトひむろ家族会結成10周年記念懇親会

北摂杉の子会　親睦ゴルフ会の発足
家族並びに法人の方々の懇親を深めるために、ゴル
フ愛好者の会を開いております。
8月4名、9月7名の参加をいただきました。誌面を
お借りいたしまして同好の方を募らせていただきま
す。次回は11月を予定いたしております

世話人代表　ひむろ家族会　豊澤進
連絡先　072－669-1464　090-6673－7689
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北摂杉の子会後援会掲示板

<近況報告>
6月
個人会員：504名　団体会員：11団体　合計：515名／
団体　寄付：1件
7月
個人会員：509名　団体会員：12団体　合計：521名／
団体　寄付：2件
8月
個人会員：515名　団体会員：12団体　合計：527名／
団体　寄付：2件

<行事>
第11回（平成23年度）定例役員会を開催　（議事録抜粋）
期　日　平成23年6月1日
参加者　役員（10名中9名）、相談役（5名中3名）、
　　　　監査役（1名）

1．平成22年度の活動
1）会員数
個人会員：539名　団体会員：12団体　合計：551名
／団体

2）後援会費及び寄付

後援会費：108万円　寄付：55万円　合計：163万円
3）経緯
法人への寄付
平成22年6月に170万円
JSひむろの老朽化したクリーニング設備更新費用の
一部：100万円
法人各事業所の個別紹介ビデオの作製費用：70万円
平成23年5月、11月に法人の資金としてそれぞれ10
万円及び11万円
合計191万円
セキスイハイム住宅紹介制度は実績なし
法人各事業所に後援会のポスターを設置

2．平成22年度の収支と会計監査報告
1）収入
前期繰越金：1,746,783円	寄付金：550,239円	後援会
費：1,124,000円
受取利息：548円
収入合計：3,421,570円（今年度の収入：1,674,787円）

2）支出
事務費：1,100円	通信費：1,980円	雑費：14,740円	
法人への寄付：1,908,000円	支出合計：1,925,820円

6月	 2日	 平成23年度オアシス総会
	 12日	 大阪府内療育6事業所合同の実践報告会（相

談役、会長参加）
	 13日	 オアシスサロン
	 16日	 大澤佳世子先生を囲んでの座談会（13名参加）
	 23日	 6月度役員会、全委員会
	 24日	 大阪府発達障がい団体ネットワーク会、総会

（副会長参加）

7月	 11日	 オアシスサロン（長居障害者スポーツセンター
和室）

	 13日	 十三市
	 14日	 7月度役員会
	 24日	 オアシス会員児就労体験実施（機関誌いるか

通信の発送業務体験）

8月	 1日	 オアシスサロン
	 4日	 8月度役員会
	 6日	 西区そよかぜまつり（相談役、副会長参加）
	 21・28日	 調理実習

（前野　記）

大阪自閉症支援センターを発展させる会 オアシス掲示板

クティビティルーム1）
	 	 子供たちの日頃の取り組みの様子や作業の流

れや施設全体を、下	施設長に案内をいただ
き参観。その後、子供たちが毎日食べている
カフェBeでのランチをいただきながらの懇
談（参加者7名）

	 	 ※この企画は、一度に多数の人々の参観は施
設の運営上むずかしいとのことで、基本的
にはAR毎に少人数で回数を多くしています。

	 13日	 家族会会長懇談会（本城会長出席）
	 14日	 第2期第3回役員会（場所：ぷれいすBe会議室）
	 	 グループ別懇談会について
	 	 父親の会について
	 	 パソコン購入について
	 	 萩の杜見学会について
	 	 その他

	 27日	 グループ別参観ランチ　AR2（参加者4名）

8月	 11日	 萩の杜を見学（役員）
	 	 勝部施設長と下半期に家族会として見学勉強

会をさせていただくための打ち合わせを行う。
	 	 第2期第4回役員会　（場所：ぷれいすBe会

議室）
	 	 　10月1日定例会開催について
	 	 　グループ別参観、進行状況について
	 	 　萩の杜家族会主催の「成年後見制度勉強

会」報知について
	 	 　その他
	 23日	 9月以降の活動スケジュールを会員に、事前

のお知らせとして配布
（本城　記）
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社会福祉法人「北摂杉の子会」後援会の趣旨に賛同され、ご支援して

下さる方々の寄付及び後援会への入会をお願い申し上げます。寄付金

と後援会費は法人を支援するための資金とさせていただきます。

お振込みは右記口座までお願いいたします。皆様のご支援とご協力を

よろしくお願い致します。

寄付と後援会入会のお願い
記

１．寄付金（注） 

２．個人会員 年間－口 2,000円

３．団体会員 年間－口 10,000円

郵便振込口座北摂杉の子会
00920-8-90859

（注）任意団体である後援会の領収書では確定申告の際に寄付金控除を受けることは出来ませんので、
　　  寄付金控除の出来る領収書をご希望の方は法人の下記口座にお振込み願います。

銀行名：三菱東京UFJ銀行　口座名：社会福祉法人北摂杉の子会 理事 中村節史　口座番号：5085555

□法人へのご寄附に感謝いたします。（平成23年6月1日~平成23年8月31日）
中村節史　福田啓子　加地隆一　河端良一　奥浩子　寺田軌道株式会社　浅野一夫　棚山薫晴　加藤浩　木下直子　切石芳輝　
高原正義　豊澤進　山田健一　大阪自閉症支援センターを発展させる会オアシス

□後援会入会と会費納入（平成23年5月4日~平成23年8月22日）
本城 征治朗　本城三四子　本城　翼　伊丹産業株式会社　筧下紘平　筧下麻衣子　伊東洋一　木下　潤　山田千明　林　秀郎
片岡厚子　中西邦夫　伊藤雅子　早原君子　南木京子　藤下智子　谷村剛史　谷村佳拓　谷村美喜　梁　恵子　遠藤仁子　
井上喜代子　池田　寛　三木春子　藤本信子　丸澤容子　田代　満　山口　勉　南 タミ子　原　節子　吉谷登美子　切金一見　
桂　塩鯛　藤澤一雄　藤澤千恵子　森田英子　原　尚子　小林伸次　小林真理子　永田健二　永田啓子　永田泰士　寺村有里子
遠藤一太　吉川輝夫　吉川弘子　榎本滋子　志村敦子　南　浩聡　南　昌子　和田恵美子　
社会福祉法人以和貴会（理事長 下村卓司）　中尾泰子　新井清也　降幡　恵　宮崎慶子　中井淑子　山田信子　森谷弘雅　
森谷薫美　森谷奈津美　棚山  妙　棚山薫晴　棚山勝行　相澤美由紀　澤田博美　黒澤桂子　梅本順子　木谷政之　若月静子　
井上惇子　今井恵美子　大上直子　伊福久子　森田　弘　森田豊子　森田俊博　森田靖紀　森田和成　古門貞利　矢橋寿樹　
矢橋ひとみ　矢橋耕助　大仲由香子　藤井弘子　副島雄彦　佐竹恭一　加茂明男　鈴木都美　丸山繁一　中村千明　長尾京子　
長尾智久　長尾あゆみ　長尾杏奈　長尾幸英　四方あかね　丹藤優香

□後援会への寄付（平成23年5月29日~平成23年8月23日）
棚山薫晴　小倉襄二　和田恵美子　矢橋雍文　寺田軌道株式会社

□家族会へのご寄附に感謝いたします。（平成23年6月1日~平成23年8月31日）
辻　五子　本田英世　植松芳哲　田口恵美子　田口容子

□物品のご提供に感謝いたします。（平成23年6月1日~平成23年8月31日）
三光株式会社　株式会社WOW GROUP（ワオグループ:旧株式会社日本スタッフセンター）　大坂祐美子　不二園芸　岡田公美子
荒木　河島　鶴谷久子　白木　船岡ひろ子　松尾

□ボランティアに感謝いたします。（平成23年6月1日~平成23年8月31日）
草刈茂代　山田雅敏　岸本健佑　秋元佐知子　橋本久美子　石橋明日香　伊藤一真　山内凌太　赤木涼　小寺夏海　岸本華寿美　
山口希子　酒井恵美子　佐々木英世　小林夏子　西本愛　酒井真由美　原克明　小川瑞江　薮本真由子　木村沙樹

3）次期繰越金
1,495,750円（平成23年3月31日現在）
上記について会計から報告され、監査役が適正に運用
されていることを確認した

　
3．平成23年度の活動計画
1）法人への寄付
145万円を寄付（平成23年6月に実施済み）その使途
について中村理事長から説明があり、異議なく了承さ
れた
萩の杜、ケアホームみやた、ジョブサイトひむろ、ぷ
れいすBe、ジョブサイトよど、児童サービスセンター
anの6施設／事業所にAEDを設置するための費用に
充当

2）後援会員の整理と資金計画
退会希望者などがあったため、個人及び団体会員の整
理を行った
今年度開始時の会員数は	個人会員：515　団体会員：8
合計：523名／団体
資金計画→後援会費、寄付、その他で約173万円の収

入を目標にする
3）住宅紹介制度（セキスイハイム）
今年度も継続する（住宅を建てる際にこの制度を利用
すると、成約者：建物本体価格の3%割引、後援会に
50万円、紹介者に10万円が支払われます：連絡先は
後援会事務局）

<その他のご報告>
　平成23年度以降の後援会役員は次のとおり
　
　会　長：小倉襄二
　幹　事：植松芳哲、小林夏子、豊澤　進、福田啓子、
　　　　　本城征治朗、松岡洋市
　会　計：古門　薫
　事務局：棚山薫晴、佐々木寛昭
　（以上、役員）
　監　査：永田啓子
　相談役：今村一二三、中村節史、沖本卓郎、松上利男、
　　　　　本田英世

（棚山　記）



36　第 47 号　地域に生きる

□ 社会福祉法人北摂杉の子会 法人本部事務所
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-6	奥野ビル402
	 TEL	（072）662-8133		FAX	（072）662-8155
	 ［E-Mail］	info@suginokokai.com
	 ［URL］	http://www.suginokokai.com

□ 知的障害者生活施設 萩の杜
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL	（072）699-0099　FAX	（072）699-0130
		［E-Mail］	haginomori@suginokokai.com

□ 萩の杜ショートステイセンターぶれす
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL	（072）699-0844　FAX	（072）699-0130
		［E-Mail］	breath@suginokokai.com

□ ケアホームとんだ
	 〒569-0814 高槻市富田町5-13-14	101号室

□ ケアホームみやた
	 〒569-1142 高槻市宮田町3-4-1	105号室

□ ジョブサイトひむろ
 （就労移行支援・生活介護・就労継続支援B型）
	 〒569-1141 高槻市氷室町1丁目14-27
	 TEL	（072）697-2234　FAX	（072）697-2222
	 ［E-Mail］	himuro@suginokokai.com

□ 高槻地域生活総合支援センターぷれいすBe
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL	（072）681-4700　FAX	（072）681-4900
	 ［E-Mail］	placebe@suginokokai.com
	 〈短期入所〉	TEL	（072）681-4720

■ 生活支援センターあんだんて
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL	（072）681-4755　FAX	（072）681-4900
	 ［E-Mail］	andante@suginokokai.com

□ 高槻障害者地域移行支援センターだ・かーぽ
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL	（072）681-4755　FAX	（072）681-4900
	 ［E-Mail］	da-capo@suginokokai.com

■ 大阪府発達障がい者支援センターアクトおおさか
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東3丁目18-12	イトウビル1F
	 TEL	（06）6100-3003　FAX	（06）6100-3004
	 ［E-Mail］	act-osaka@suginokokai.com
	 ［URL］	http://homepage3.nifty.com/actosaka/

□ 大阪自閉症支援センター
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL&FAX	（06）4862-5454
	 ［E-Mail］	o-center@suginokokai.com
	 ［URL］	http://oasc.jp

□ 児童デイサービスセンターan
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL	（06）6838-8990　FAX	（06）6838-7015
	 ［E-Mail］	an@suginokokai.com	
	 ［URL］	http://oasc.jp

□ 自閉症療育センターwill
	 〒569-0077 高槻市野見町3-14	第2高谷ビル2F
	 TEL	（072）662-0100　FAX	（072）662-0056
		［E-Mail］will@suginokokai.com

□ 自閉症療育センターLink
	 〒573-0032 枚方市岡東町24-10	アイエス枚方ビル3F
	 TEL	（072）841-2411　FAX	（072）841-2412
	 ［E-Mail］	link@suginokokai.com

□ ジョブサイトよど （生活介護・就労継続支援B型）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL	（06）6838-7007　FAX	（06）6838-7015
	 ［E-Mail］	yodo@suginokokai.com

□ ジョブジョイントおおさか （就労移行支援・自立訓練）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目9-8	十三東ビル2F
	 TEL&FAX	（06）6100-0150
	 [E-Mail］	jj@suginokokai

※■は行政よりの委託事業

施設住所一覧
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